
７月１日㈮、元競泳オリンピック代表選手の千葉すず
さんを、浜田ＰＲ大使に委嘱しました。
　浜田ＰＲ大使は、浜田に深い縁があり全国的な知名
度や活動実績がある人に、浜田の良いところを広く情
報発信してもらうためにお願いしています。
　今回、歌手の山崎ていじさんにつづいて２人目とな
りました。
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市長日記・まちのわだい…………………………………Ｐ10
くらしの情報広場…………………………………………Ｐ14
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月刊！こども美術館………………………………………Ｐ33
図書館情報…………………………………………………Ｐ34
島根県立大学Ｎｅｗｓ……………………………………Ｐ35
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ふ
る
さ
と
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
と
は
、
自
分
の
選
ん
だ
自
治

体
に
寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、
寄

附
額
の
う
ち
２
、０
０
０
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と

住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が

控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※　

一
定
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。

浜田産フルーツの
シュークリーム詰合わせ 赤梨（幸水・豊水） 鍋用アンコウの切り身

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
室

（
☎
�
９
２
２
０
）

　

平
成
27
年
度
に
全
国
か
ら
浜
田

市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
は
、

　

10
万
６
２
６
６
件
、

　

20
億
９
３
５
７
万
３
３
１
６
円

で
、
総
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

件
数
は
全
国
第
５
位
、
金
額
は
全

国
第
10
位
で
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
に
は
、

税
の
控
除
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

１　
ど
こ
に
で
も
で
き
る

　

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
だ
け
で
な

く
、
お
世
話
に
な
っ
た
自
治
体
や

応
援
し
た
い
自
治
体
な
ど
、
ど
の

自
治
体
で
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

２　
使
い
方
を
指
定
で
き
る

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
方
を
指

定
し
て
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
浜
田
市
で
は
、
次
の
５
つ
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

⑴　

石
見
神
楽
等
の
伝
統
芸
能
の

継
承
に
関
す
る
事
業

⑵　

自
然
環
境
並
び
に
歴
史
的
及

び
文
化
的
な
資
源
の
保
全
及
び

活
用
に
関
す
る
事
業

⑶　

高
齢
者
福
祉
及
び
地
域
医
療

の
充
実
に
関
す
る
事
業

⑷　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す

る
事
業

⑸　

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に

市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

浜田市への寄附実績　　　（単位：件、千円）
件数 金額

平成20年度 25 5,249 
平成21年度 113 10,558 
平成22年度 48 4,328 
平成23年度 63 14,533 
平成24年度 366 15,569 
平成25年度 8,980 114,867 
平成26年度 45,520 726,972 
平成27年度 106,266　 2,093,573　
合　　計 161,381 2,985,650 

３　
お
礼
の
品
な
ど

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
、
特

産
品
を
お
礼
の
品
と
し
て
送
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。浜
田
市
で
は
、

１
０
、０
０
０
円
以
上
寄
附
し
た

人
を
対
象
に
、
魚
介
類
・
肉
類
・

米
な
ど
の
特
産
品
の
中
か
ら
、
寄

附
を
し
た
人
に
選
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

全
国
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

浜
田
市

ふ
る
さ
と
寄
附寄附の

お礼の品

地 方
創 生
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3　　　広報はまだ：平成28年８月号

のどぐろ鮮魚 お米 「石州半紙」扇子

　寄附をした人に、寄附金額に応じて、魚介類・農産品・
肉類・お米・工芸品・スウィーツなど、浜田の魅力が体感
できる逸品を進呈しています。現在、３００品を超える返
礼品を用意しています。
　寄附のお礼として、魅力ある特産品メニューを取りそろ
えることにより、市内産品のＰＲにつながり、販路拡大な
ど地域産業の活性化に貢献します。魅力ある特産品で浜田
市のファンが増え、寄附金の上積みも期待できます。

控
除
の
仕
組
み

　

例
え
ば
、
年
収
７
０
０
万
円

の
給
与
所
得
者
の
人
で
扶
養

家
族
が
配
偶
者
の
み
の
場
合
、

３
０
、０
０
０
円
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
行
う
と
、
２
、０
０
０
円
を

超
え
る
部
分
の
２
８
、０
０
０
円

が
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

　

税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
原
則
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
行
っ
た
翌
年
に
確
定
申
告
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
確
定

申
告
の
不
要
な
給
与
所
得
者
な
ど

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
先
の
自
治
体

数
が
５
団
体
以
内
で
あ
る
場
合
に

限
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た

各
自
治
体
に
申
請
す
る
こ
と
で
確

定
申
告
が
不
要
に
な
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

①ふるさと納税

　ふるさと納税の手続き（原則）

①
②

②受領書

受領書添付
③確定申告

③'　申告情報の共有

④ふるさと納税を
　行った年分の
　所得税から控除

④'　ふるさと納税を
　行った翌年度分の
　住民税から控除（減額）

ふるさと納税先の
自治体

ふるさと納税を
した人

税務署 住所地市区町村

20億9357万3316円
　第10位

③

③'

④ ④'

10万6266件
　第５位
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　全国から浜田に寄せられた寄附は、寄附していただいた人の意思に基づき、奨
学金制度、旭小学校に併設した土俵、中学校・図書館の図書購入などに活用させ
ていただきました。また、残りは基金として積立て、今年度以降の事業に使用し
ます。
　今後も、寄付していただいた皆さんの思いを大切に、浜田市のまちづくりのた
めに有効活用していきます。

１　ふるさと寄附の受入れ状況 　（単位：件、円）

寄附の使い方 平成27年度寄附 平成20～26年度寄附 合計
件数 金額 件数 金額 件数 金額

旧１号 伝統芸能並びに地域文化の伝承及び育成に関する事業 1,567 24,863,527 3,854 52,438,001 5,421 77,301,528 
旧２号 特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業 4,646 74,329,985 10,241 135,619,211 14,887 209,949,196 
旧３号 自然環境並びに地域景観の保全及び活用に関する事業 3,774 58,970,491 8,693 112,755,801 12,467 171,726,292 
旧４号 高齢者の生活を支援する地域づくりに関する事業 2,326 38,682,040 5,101 69,506,611 7,427 108,188,651 
旧５号 青少年の健全育成及び教育環境整備に関する事業 4,577 75,304,552 5,654 177,329,032 10,231 252,633,584 
旧６号 浜田城に関する資料館及び城山整備に関する事業 423 6,128,897 1,388 27,482,140 1,811 33,611,037 
旧７号 その他目的達成のために市長が必要と認める事業 8,662 152,027,101 19,223 316,946,176 27,885 468,973,277 

改正前旧区分　合計 25,975 430,306,593 54,154 892,076,972 80,129 1,322,383,565 
新１号 石見神楽等の伝統芸能の継承に関する事業 7,087 135,514,721 - - 7,087 135,514,721 

新２号 自然環境並びに歴史的及び文化的な資源の保全及び
活用に関する事業 18,522 368,374,037 - - 18,522 368,374,037 

新３号 高齢者福祉及び地域医療の充実に関する事業 14,316 296,649,386 - - 14,316 296,649,386 
新４号 青少年の健全育成に関する事業 16,310 327,618,157 - - 16,310 327,618,157 
新５号 その他目的達成のために市長が必要と認める事業 25,512 535,110,422 - - 25,512 535,110,422 

改正後新区分　合計 81,747 1,663,266,723 - - 81,747 1,663,266,723 
総　合　計 107,722 2,093,573,316 54,154 892,076,972 161,876 2,985,650,288 

※　平成27年６月に条例改正し、事業区分を変更しました（改正前：旧１～７号、改正後：新１～５号）。
※　寄附件数の合計は、１件の寄附につき複数事業へ指定できるため、２ページの表「浜田市への寄附実績」の件数と一致しません。

２　ふるさと寄附の活用状況   　　 　（単位：円）
平成27年度に活用したこと 充当額

１ 奨学金給付事業 坂根正弘奨学金制度に活用 3,362,911 
２ 旭小学校新築事業 新築した旭小学校に併設した土俵に活用 5,000,000 
３ 中学校教育振興運営費 各中学校の図書の購入に活用 1,992,679 
４ 図書館管理運営費 各図書館の図書の購入に活用 2,000,000 

合　　計 12,355,590 

旭小学校併設の土俵 中学校、図書館の図書購入

ふぐ味醂干し旬の野菜おまかせセットのどぐろ一夜干し

坂根正弘奨学金制度

寄附と

活用状況
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5　　　広報はまだ：平成28年８月号

豊かな海と山の幸
伝統工芸品

浜田の特産品で
感謝の意を表す

お酒 引き馬乗馬体験と焼肉ランチ芙蓉ポーク　しゃぶしゃぶ用

昨年、今年と、ふるさと納税でお
世話になっております。『のど黒』
おいしかったです！他にも、お礼
の品が多岐にわたっていて、とて
も魅了的です。ありがとうござい
ます。

　全国から寄附とともにたくさんのあた
たかい応援メッセージも届いています。
応援メッセージは、「ふるさとチョイス」
のホームページで見ることができます。
　年間に何度も寄附していただく「浜田
ファン」も着実に増えています。今後と
も、ふるさと納税を通じて全国に浜田の
魅力を発信していきます。

○市特設サイトからのお申し込み
　http://furusato-hamada.jp
○ふるさとチョイスからのお申し込み
　http://www.furusato-tax.jp/japan/prefecture/32202
　　クレジットカードが利用できます。
　　申込書・パンフレットを送付します。詳しくはお問い合わせください。

ふるさと納税のＰＲをお願いします
　もうすぐお盆を迎えます。市外県外に住んでいる家族、親戚や知り合いが
帰省した時は、皆さんからぜひこの制度のＰＲをお願いします。

島根県はいつか行ってみたいところ
で、浜田市もふるさと納税サイトで知
りました。生産者さんの顔が見えると、
身近に感じて応援したくなりますね。
今後ともよろしくお願いします。

学生時代からも、今も実家の広島
に帰省した際、ちょっとドライブ
がてら海水浴やキャンプに行って
います！浜田の海が一番キレイで
大好きです！

両親が浜田出身で、小さい頃から
浜田に帰るのが楽しみでした。大
人になった今、このような形で浜
田市の応援をできるのが嬉しいで
す。

応 援
メッセージ

寄附の

申込み
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平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
実
施
要
項
で
詳
細
を

確
認
し
、
受
験
の
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

採
用
職
種
・
要
件
な
ど

　

下
記
の
と
お
り

第
１
次
試
験　
９
月
18
日
㈰

試
験
会
場　
第
一
中
学
校
（
黒
川

町
）

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項

に
基
づ
き
、
受
験
申
込
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

採
用
試
験
実
施
要
項
は
、
本

庁
人
事
課
・
各
支
所
防
災
自
治

課
に
あ
り
ま
す
。
配
布
は
、
８

月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。
実
施

要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
25
日

㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９

７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町

１
番
地
（
☎
�
９
１
３
０
）】

採用職種 人員 対象者
（平成29年４月１日現在）

必要な資格・条件など
（詳しくは、採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員Ｂ ３人程度 18 歳以上 23 歳以下 学歴・資格などは問いません
一般事務員Ｃ
（民間企業等職務経験者）３人程度 24 歳以上 35 歳以下 民間企業などで通算３年以上の経験を有する人

一般事務員Ｄ
（学芸員） １人程度 29 歳以下 大学などにおいて日本近世史を専攻し学芸員の

資格を有する人（取得見込みを含む）
栄養士 １人程度 29 歳以下 栄養士免許（採用までに取得見込みの人を含む）
保健師 ２人程度 29 歳以下 保健師免許（採用までに取得見込みの人を含む）
看護師 １人程度 40 歳以下 看護師免許（臨床経験を有する人）
土木技術員 １人程度 18 歳以上 29 歳以下 学歴・資格などは問いません

幼稚園教諭 １人程度 29 歳以下 幼稚園教諭免許及び保育士資格
（採用までに取得見込みの人を含む）

水道技術員 １人程度 18 歳以上 29 歳以下 学歴・資格などは問いません
消防士 ５人程度 18 歳以上 25 歳以下 学歴・資格などは問いません
※　６月に実施した第１回採用試験の一般事務員Ａを受験した人は、一般事務員Ｂ及びＣでの受験申込

みはできません。

平和を祈念し、黙とうを

　広島市と長崎市に原爆が投下されて今年で71年目にな
ります。また、８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈念
する日」です。
　広島市と長崎市では、それぞれ原爆が投下された時間
に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和の確立を祈念す
るため、平和の鐘を合図に１分間の黙とうがささげられ
ます。また、８月15日には全国戦没者追悼式が行われ、
先の大戦で亡くなられた人々を追悼し、平和を祈念する
ため、正午から１分間の黙とうがささげられます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。市
民の皆さんにおかれましても、亡くなられた人々を追悼
するとともに、世界の恒久平和を祈念して、それぞれの
家庭や職場で黙とうをささげましょう。
原爆が投下された日時
広島　昭和20年８月６日　午前８時15分
長崎　昭和20年８月９日　午前11時２分

全国戦没者追悼式　８月15日㈪

平和アピールパネル展

　昭和20年８月６日、広島に世界で初めて
原子爆弾が投下されました。
　終戦から71年を経て、戦争の記憶が薄れ
つつあります。人類が２度と核による悲し
みを被ることのないよう、「平和の尊さ」
を市民の皆さんに再度確認してもらうため
パネル展を開催します。
展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月８日㈪～15日㈪
場所　市役所本庁１階市民ロビー

問い合わせ先
　本庁総務課総務管理係（☎�９１１０）

平
成
28
年
度　

第
２
回 

市
職
員
採
用
試
験
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市
で
は
「
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
、
島
根
県
立
大

学
を
は
じ
め
各
種
団
体
か
ら
委
員

へ
の
参
画
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
行
財
政
改
革
推
進

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
公
募
委

員
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
行

財
政
改
革
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

職
務　
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
同

実
施
計
画
に
関
す
る
重
要
事
項

の
審
議
、
行
財
政
改
革
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
て
も
ら
い
ま
す
。

※　

市
の
規
定
に
よ
り
報
酬
及
び

交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

⑴　

市
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

⑵　

平
成
28
年
11
月
10
日
時
点
の

年
齢
が
満
18
歳
以
上
の
人

⑶　

市
の
行
財
政
改
革
に
関
心
が

あ
る
人

⑷　

年
間
３
～
４
回
程
度
、
平
日

に
開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
出
席

で
き
る
人

募
集
人
数　
３
人
以
内

任
期　
２
年
（
平
成
28
年
11
月
10

日
～
平
成
30
年
11
月
９
日
の
予

定
）

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
様
式
に

よ
り
書
類
を
作
成
し
、
封
書
で

郵
送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
様
式
は
、
本
庁
行
財
政

改
革
推
進
課
行
革
推
進
係
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
郵

送
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

応
募
締
切
日　
８
月
31
日
㈬
必
着

※　

応
募
者
全
員
に
選
考
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
行
財
政
改
革
推
進
課
行
革

推
進
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０

１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎

�
９
１
０
１
）】

　コンビニエンスストアなどに設置してあるごみ
箱に、家庭ごみを持ち込む行為はやめましょう。
　市では、家庭ごみを持ち込むことを抑止するた
めの、警告ステッカーをコンビニなどに配布して
います。

不法投棄はやめましょう

　ごみは、排出者が責任を持って、適正に処
理してください。また、決められたルールに
従って正しく分別し、決められたごみステー
ションに出しましょう。
　ごみの不法投棄は犯罪です。違反をした人
に対しては、５年以下の懲役又は1,000万円
以下の罰金が科せられます。

問い合わせ先
本庁環境課リサイクル推進係（☎�9430）

浜田高校体操部

全国高等学校総合体育大会
体操競技大会

浜田市：８月２日～５日

行
財
政
改
革
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

家庭ごみの持ち込みは違法行為です

全国大会出場
おめでとうございます
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６
月
12
日
㈰
、
浜
田
市
総
合
防
災
訓
練
を
旭
町

今
市
「
旭
公
園
運
動
施
設
」
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
水
害
・
土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災

活
動
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、
防
災
関
係
機
関
や
各

種
団
体
な
ど
24
団
体
総
勢
約
８
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
署
員
・
消
防
団
・
自
衛
隊
に
よ

る
土
砂
災
害
被
災
現
場
か
ら
の
救
出
訓
練
、
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
救
援
物
資
の
投
下
を
受
け
る

物
資
輸
送
訓
練
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
旭
中
学
校
の
生
徒
も
参

加
し
、
消
防
団
員
や
防
災
士
の
皆
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、積
み
土
の
う
や
炊
き
出
し
訓
練
、

避
難
所
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
三
隅
自
治
区
を
は
じ
め
市
内
各

地
で
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
、
約
１
、０
０
０
人
の
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本
各
地
で
大
雨
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
、
い
つ
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、
避
難
場
所

や
経
路
の
確
認
と
、
地
域
で
の
相
互
連
携
の
確
認

を
行
い
、
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安
全
係

（
☎
�
９
１
２
２
）

　救急業務や救急医療体制を皆さんに正しく
理解してもらい、より一層の救命率向上を図
るため、毎年９月９日を「救急の日」、この
日を含む１週間（９月４日㈰～10日㈯）を「救
急医療週間」とし、全国的に普及啓発運動が
実施されています。
　この「救急の日」及び「救急医療週間」を
通じて、救急車の正しい利用方法や、家庭で
の事故の予防、家庭でできる応急手当につい
て考えましょう。
救急隊が到着するまで、なるべく次のことを
行ってください
○応急手当
※　その場に居合わせた人の適切な応急手当

（胸骨圧迫・人工呼吸・ＡＥＤ・止血処置・
気道異物除去など）の実施が重要です。

○保険証・お薬手帳（ふだん飲んでいる薬）・
履物の準備

○人手がある場合は救急車の誘導
幼児画展示のご案内
　救急車を題材とした幼児画を展示します。
期間　９月３日㈯～11日㈰
場所　ゆめタウン浜田３階特設展示場

一日救急隊長による広報活動
　幼稚園児による広報活動を実施します。
日時　９月10日㈯　午前10時～
場所　ゆめタウン浜田正面玄関

各種救命講習のご案内

普通救命講習Ⅲ
　子どもの体調の急変に対してＡＥＤの使用を含
めた応急手当講習を実施します。
日時　９月４日㈰　午前９時～正午
普通救命講習Ⅰ
　大人の体調の急変に対してＡＥＤの使用を含め
た応急手当講習を実施します。
日時　９月９日㈮　午前９時～正午
【共通】
場所　浜田市消防本部会議室
定員　各先着40人
受講料　無料
申込方法　電話で申し込んでください。
※　講習終了後に修了証を交付します。
申込み・問い合わせ先　
　浜田消防署救急係（☎�１２２９）

大
雨
・
土
砂
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う

～
浜
田
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
～

９月９日は「救急の日」
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　浜田地区広域行政組合は、浜田市・江津市で構成し、事
務の一部を共同で処理するために設けられた一部事務組合
（特別地方公共団体）で、介護保険業務、可燃ごみの処理
業務などを行っています。
　組合の人事行政の運営における公正性と透明性を高める
ことを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行政組
合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
職員の任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件
など人事行政の運営などの状況についてお知らせします。

⑴ 職員数の状況 （単位：人）
平成27年度職員数

（平成27年４月１日現在）
平成27年度中

採用者数 退職者数
9 0 0

⑵ 構成市からの派遣職員（平成27年４月１日現在）
浜田市　８人　　江津市　４人

⑶ 職員の競争試験及び選考の状況
職員の採用試験は行いませんでした。

⑴ 給与の状況（平成27年度決算） （単位：千円）

給料 職員手当 期末・勤勉
手当 計 １人あたり

給与費
39,808 4,908 15,101 59,817 6,646

※　職員手当には、退職手当は含んでいません。
⑵ 職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況

（平成27年４月１日現在）

平均年齢 平均給料月額 
（基本給）

平均給与月額 
（基本給＋諸手当）

50.10歳 368,369円 419,537円
⑶ 給料月額（初任給）の状況（平成27年４月１日現在）

区分 高校卒 大学卒

浜田地区広域
行政組合 一般行政職 142,100円 163,600円

国の制度 一般行政職 142,100円 174,200円

⑷ 期末・勤勉手当（平成27年度支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合（国）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.20月分（1.225） 0.75月分（0.75）
12月期 1.35月分（1.375） 0.75月分（0.75）
計 2.55月分（2.60） 1.50月分（1.50）

加算措置 有
⑸ 退職手当（平成27年４月１日現在の支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

同じ勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

加算措置
定年前早期退職・早期勧奨
特例措置
２％～30％加算

定年前早期退職特例
措置
２％～45％加算

⑹ そのほかの主な職員手当の状況

種　類 説　　明

扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給

住居手当 賃貸住宅で月12,000円を超える家賃を支払
っている職員に支給

通勤手当 通勤距離が２㎞以上で、自動車などを利用
している職員に支給

特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康又は困難な勤務
で、その特殊性に応じて支給

開始時刻 休憩時間 終了時刻
8：30 12：00～13：00 17：15

⑴ 分限　処分なし
⑵ 懲戒　処分なし

⑴ 休暇取得日数の状況（平均） （単位：日）
年次有給休暇 病気休暇 特別休暇付与日数 取得日数

20 9.6 1.6 7.0
※　特別休暇には、結婚休暇・夏季休暇・忌引などがあります。
⑵ 育児休業　取得なし
⑶ 介護休暇　取得なし
⑷ 介護休暇承認期間　取得なし
⑸ 営利企業等従事許可　０件

⑴ 研修の状況 ⑵ 勤務成績の評定の状況
研修数 受講者数 昇給 昇格 昇任

35 152人 6人 0人 0人

⑴ 健康診断の状況 ⑵ 安全衛生管理体制の整備
健康診断 人間ドック 区分 人数

5人 4人 安全衛生管理者 0
衛生管理者 0
安全衛生推進者 2

⑴ 勤務条件に関する措置要求の状況　該当なし
⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況　該当なし

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

平成27年度浜田地区広域行政組合
人事行政の運営などの状況の公表

１　職員の任免及び職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

３ 職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況

５ 職員の服務の状況（平成27年１月から12月末実績）

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

７ 職員の福利の状況

８ 職員の利益の保護の状況



市長日記元気な浜田をつくります （平成28年６月）
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浜田高等学校定時制・通信制支援協議会
総会を開催しました（６月28日）

島根県自衛隊父兄会総会に出席しました
（６月４日）

安倍首相と障害者との集いが首相官邸で
開催され、いわみ福祉会が石見神楽を披
露しました（６月２日）

全日本同和会島根県連合会浜田支部総会
に出席しました（６月19日）

浜田市シルバー人材センター定時総会に出
席しました（６月1７日）

石西地区商工会青年部・女性部研修大会
に出席しました（６月18日）

浜田市ＰＴＡ連合会研修大会に出席しまし
た（６月26日）

坂井財務副大臣がシングルペアレント介護
人材育成事業について視察されました
（６月28日）

中国地区スポーツ推進委員研修会に出席
しました（６月25日）

歴史や文化を今に伝える中国地方の街道
「夢街道ルネサンス」の地区に「夢街道 ”
浜田城…江戸から明治へのみち ” 」が認
定され、報告を受けました（６月10日）

大学を支える会総会に出席しました
（６月28日）

「社会を明るくする運動」浜田市推進委
員会総会を開催しました（６月30日）



11　　　広報はまだ：平成28年８月号

海にヒラメを放流する児童

地域防災について意見を出し合う参加者

シールを貼ってランチョンマットづくり

真剣に話を聞く参加者

　６月27日㈪、ヒラメ稚魚放流体験がおおうらの浜（瀬戸ケ島
町）で行われました。これは、次世代を担う小学生に栽培漁業
の目的や漁業関係者の取組について学んでもらおうと島根県水
産振興協会が開催しました。
　参加した原井小学校５年生の児童たちは、魚を育てる大切さ
や漁業関係者の苦労、ヒラメの成長の特徴などの話を興味深く
聞きました。その後、大きく育つことを願いながら14㎝ほどの
稚魚約2,000尾を海に放しました。

　６月27日㈪、住民参加型防災訓練検証会が三隅支所で開催さ
れました。この検証会は、12日㈰に浜田市総合防災訓練にあわ
せて三隅自治区の各自治会や自主防災組織で行った防災訓練に
ついて各団体の代表者が集まり、災害が起こった場合の対応に
ついて検証したものです。
　会では、防災訓練を実施した９団体がそれぞれの活動内容を
発表し、良かった点や改善すべき点などを上げながら意見交換
をしました。出席者からは「昭和58年豪雨災害を思い出しなが
ら訓練をした」などの感想がでました。

　６月26日㈰、食育フェスタ㏌浜田が総合福祉センターで行わ
れました。これは「おいしく・たのしく・豊かな食で人と人を
つなぐ食育」を基本理念とし食育を市民運動として取り組むこ
とを目的に食育フェスタ㏌浜田実行委員会が催したものです。
　当日は、「主食・副菜・主菜」を考えながらおかずシールを貼っ
て作るランチョンマットづくりや、お魚スタンプラリーなどが
行われました。また、ＪＦしまね浜田支所提供の魚のすり身を
使ったつみれ汁の試食もあり、来場した家族連れなど約500人
は楽しみながら食事の大切さを学びました。

　６月25日㈯、ＴＰＰ講演会が林友館で行われました。これは、
環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）について、メリットやデ
メリットなどを具体的に学ぶもので、やさか・かやの会が主催
して行われました。
　講演では、元山口大学農学部生物資源科学教授の小沢忍さん
を講師として招き、ＴＰＰによる農業関係への影響や食の安全
性、環境問題への影響など各分野について具体的に説明されま
した。参加者は、自分たちの農業にどのような影響があるのか
など活発に質問をしていました。

浜田の海で大きく育て！
～　ヒラメ稚魚放流体験　～

はまだ

みすみ忘れまい！昭和58年豪雨災害の記憶
～　住民参加型防災訓練検証会　～

おいしく・たのしく・豊かな食で
～　食育フェスタ㏌浜田　～

はまだ

やさか身近な農業について考える
～　TPP講演会　～

まちのわだい♥Town Topics
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集まった義援金を渡す木村会長

　６月25日㈯、美川保育園・安城保育園・杵束保育園の３園の
合同保育園活動が弥栄会館で行われました。これは、親子で遊
びを通じて冒険心や発想力を育てることを目的に毎年行ってい
るものです。
　今回は、講師に童具共育アドバイザーの中木秀成さんを招き、
親子で積み木遊びを楽しみました。最初は緊張気味だった園児
たちも次第に打ち解け、積み木でお城やビルなどを目をきらき
ら輝かせながら積み上げていました。

積み木のビルができたよ

４月14日に発生した平成28年（2016年）熊本地震により、熊本
県・大分県を中心に大きな被害があり、多くの人が被災されま
した。
　昭和58年豪雨災害で大規模な災害に見舞われた旧三隅町で
は、被災した際に全国各地から温かい支援をいただきました。
　こうしたことから、三隅自治区自治会連絡協議会では、少し
でも困っている人の役に立ててもらえるようにと三隅自治区内
の集落に呼びかけ、大規模な募金活動が行われ、たくさんの義
援金が集まりました。

　６月18日㈯、小波の郷・波佐小国温泉前広場で波佐ホタル祭
りが、旧市木小学校体育館とその周辺でなんっと舞いんさる！
ほーほー蛍こい祭りが行われました。これは、ホタルと環境を
守るとともに、祭りを通じて地域の活性化を図るために、波佐
ホタル祭り実行委員会と市木地区まちづくり推進委員会がそれ
ぞれ開催したものです。
　当日は、踊りなどのステージイベントや地元有志によるバザー
があり、多くの人が来場しました。辺りが暗くなる頃には蛍が
舞い始め、来場者はその美しさに歓声を上げていました。 波佐保育園児による踊り（波佐ホタル祭り）

　６月18日㈯・19日㈰、美又温泉まつりが美又温泉会館と美又
温泉国民保養センターで行われました。これは、美又温泉街に
新しくできた足湯コーナーと石畳舗装の完成を記念するととも
に「美人湯」美又のＰＲのため、美又温泉旅館組合・美又湯気
の里づくり委員会・美又ゆめエイトが共同で開催したものです。
　会場では、美又温泉音頭や田ばやし、大道芸などが披露され
まつりを盛り上げました。石畳街路の散策や足湯を体験した来
場者は「美又温泉の良さを手軽に体験できるようになった。ま
た来たい」と話していました。足湯でくつろぐ利用者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

積み木で何を作ろうかな
～　３園合同保育園活動　～

やさか

みすみ被災地の復興を願い
～　三隅自治区自治会連絡協議会募金活動　～

かなぎ美又温泉に新しい温泉体験スポット誕生
～　美又温泉まつり　～

ホタル舞う我がまち
～　波佐ホタル祭り・なんっと舞いんさる！ほーほー蛍こい祭り　～

かなぎ・あさひ
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ヒマワリの苗を植える園児

ウォーキングを楽しむ参加者

特設ステージでダンスを披露する子どもたち

スリッパを使って卓球をする参加者

　６月15日㈬、ヒマワリの種植えが美川幼稚園横の畑で行われ
ました。この取組は、休耕地の活用と美しい景観を作ることを
目的に美川みどり会が毎年行っているものです。
　当日は、美川幼稚園の園児や地域の人など約80人が参加し、
３ａの休耕地にヒマワリの苗300本と種500ｇを植えました。園
児たちは、地域の人に手伝ってもらいながら、きれいな花が咲
くように願いをこめて丁寧に植えました。植えたヒマワリは地
域の人が協力して世話をされます。

　６月５日㈰、わいわい健康ウォーキング㏌南高台が旭町丸原
地区で開催されました。これは、健康づくりと地域への理解を
深めようと、今市地区まちづくり推進委員会が行ったものです。
　当日は、島根あさひ社会復帰促進センターを発着点に、４月
に開校した旭小学校や盲導犬の訓練所などを巡る５㎞のコース
を住民ら153人で歩きました。島根あさひ社会復帰促進センター
職員によるセンターの説明が行われたり、コースの途中に設け
られたポイントでスタンプを集めるスタンプラリーをしたり
と、参加者はウォーキングを楽しみました。

　６月５日㈰、子
こ

安
や す

の里祭りが湯
ゆ

屋
や

温泉子安華
は な

湯
ゆ

館
か ん

で開催され
ました。この催しは、地元住民で運営する温泉施設「子安華湯
館」をより多くの人に利用してもらおうと、子安華湯館温泉組
合が毎年開催しています。
　当日は、トラックの荷台を使った特設ステージで、地元の大
正琴や金城中学校吹奏楽部の演奏・キッズダンス・石見神楽な
ど様々な催しが行われました。来場者は、温泉に入浴したり、
地元住民と交流したりと楽しいひと時を過ごしました。

　６月４日㈯・５日㈰の２日間、旭温泉まつりが旭温泉あさひ
荘周辺で行われました。このまつりは、多くの人に温泉を利用
してもらおうと旭温泉まつり実行委員会が企画したものです。
　４日㈯は、前夜祭として地元や島根県立大学生の社中による
石見神楽が上演されました。５日㈰は、朝市や地元団体による
バザー、大衆演劇や特産品の抽選会などのイベントが行われ、
約700人の来場者でにぎわいました。また、温泉卓球大会が初
めて開催され、タオル鉢巻にゆかた姿の参加者は、スリッパの
ラケットで、温泉ならではの卓球を楽しみました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

きれいな花が咲きますよう
～　ヒマワリの種植え　～

はまだ

あさひ歩きながら地域を知ろう
～　わいわい健康ウォーキング㏌南高台　～

地域の力で温泉を盛り上げる
～　子安の里祭り　～

かなぎ

あさひ温泉卓球で盛り上げよう
～　旭温泉まつり　～
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

熊
本
県
・
大
分
県
で
発
生
し
た

地
震
に
対
し
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
や
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、

２
０
９
万
５
、５
５
４
円
の
義
援

金
を
市
役
所
に
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
総
合
調
整
係

（
☎
�
９
１
０
０
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
人
に

は
、
交
付
準
備
が
で
き
次
第
市
か

ら
発
行
通
知
書
（
交
付
に
関
す
る

案
内
は
が
き
）
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の
受

け
取
り
が
困
難
な
場
合
は
、
休
日

窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
設
日　
８
月
28
日
㈰（
要
予
約
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

交
付
窓
口　
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
ロ
ビ
ー　

カ
ー
ド
交
付
特
設

窓
口
（
本
庁
の
み
で
実
施
）　

利
用
で
き
る
手
続

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付
の
み

予
約
方
法　
８
月
25
日
㈭
ま
で
に
、

発
行
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る

交
付
場
所
に
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意
事
項

・
発
行
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る

も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り
は
、

本
人
が
病
気
や
身
体
の
障
が
い

が
あ
る
又
は
、
施
設
に
入
所
し

て
い
る
な
ど
、
や
む
を
え
な
い

理
由
に
よ
り
来
庁
が
困
難
な
場

合
に
限
り
ま
す
。

※　

代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
は
、

代
理
人
と
本
人
の
写
真
付
身
分

証
明
書
・
診
断
書
な
ど
本
人
が

来
庁
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
各
種
証
明
書
が
発
行
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
店
舗

を
除
く
。）
で
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
手
軽
に
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

登
録
証
明
書
、
所
得
・
課
税
証
明

書
が
取
得
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
「
細
菌
」

と
「
ウ
イ
ル
ス
」

　
「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の

代
表
的
な
も
の
は
、
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
・
Ｏ
１
１
１

な
ど
）
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
・

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
で
す
。

　

一
方
、「
ウ
イ
ル
ス
」
が
原
因
と

な
る
食
中
毒
で
は
、
代
表
的
な
も

の
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
調
理

者
か
ら
食
品
を
介
し
て
感
染
す
る

場
合
が
多
く
、
ほ
か
に
二
枚
貝
に

潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
冬
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
毎
年
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
毒
キ
ノ
コ
や
フ
グ

な
ど
の
「
自
然
毒
」、
殺
菌
剤
な
ど

の
「
化
学
物
質
」
な
ど
も
食
中
毒

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
原
因
物
質

に
よ
っ
て
、
食
中
毒
は
１
年
中
発

生
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
の
３
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

【
つ
け
な
い
】

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を

洗
い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都

度
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
生
の
肉
を
つ
か
む

箸
と
焼
け
た
肉
を
つ
か
む
箸
は

別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
と
き
に
は
、

密
封
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ

プ
を
掛
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

【
増
や
さ
な
い
】

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保

存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉

や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜

な
ど
は
、
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
ゆ

っ
く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、
温

度
管
理
に
気
を
付
け
、
早
め
に

食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

【
や
っ
つ
け
る
】

・
調
理
器
具
は
煮
沸
消
毒
や
漂
白

剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
が

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

安
全
安
心

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊

本
地
震
に
対
す
る
義
援
金
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

生
活
・
環
境

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
受
け
取
り
の
た
め
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次

の
期
間
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

８
月
14
日
㈰
～
16
日
㈫

・
門
田
産
業
㈲

８
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

８
月
11
日
㈷
～
16
日
㈫

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

８
月
13
日
㈯
～
16
日
㈫

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

８
月
13
日
㈯
～
16
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

　

浜
田
浄
苑
（
し
尿
処
理
場
）
で

は
電
気
設
備
の
更
新
に
よ
り
、
９

月
18
日
㈰
か
ら
22
日
㈷
ま
で
の
５

日
間
が
停
電
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
９
月
19
日
㈷
か
ら

22
日
㈷
ま
で
の
４
日
間
、
処
理
場

へ
の
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

し
尿
の
汲
み
取
り
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
17
日
㈯
ま
で
、
又
は
９

月
23
日
㈮
以
降
に
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
浄
苑
（
☎
�
２
７
９
７
）

　

県
で
は
、
既
存
一
戸
建
住
宅
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
た
め
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
工
事
費
の
一

部
を
助
成
す
る
、
し
ま
ね
長
寿
の

住
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
平
成
29
年
２
月
15
日

㈬
ま
で

対
象
者　
島
根
県
内
に
存
す
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
す
る
既
存
一

戸
建
て
住
宅
に
居
住
す
る
当
該

住
宅
の
所
有
者

対
象
住
宅　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
住
宅

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
身
体

障
が
い
者
と
同
居
す
る
住
宅

・
55
歳
以
上
の
世
帯
主
が
居
住
す

る
住
宅

補
助
金
額　
工
事
費
の
23
％
以
内

の
額
で
一
戸
当
た
り
上
限
40
万

円
（
各
部
位
ご
と
に
補
助
上
限

額
を
設
定
）　

※　

そ
の
ほ
か
の
条
件
や
申
込
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
島
根
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sim

ajyu.jp/gyosha/
index_06.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
４
５
７
７
）

　

浜
田
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
で
は
、
国
の
総
合
対
策
事
業

を
活
用
し
、
有
害
獣
（
サ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
）

の
集
落
へ
の
侵
入
を
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
阻
止
す
る
防
護
柵
（
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
電
気
牧
柵
）
を

設
置
す
る
集
落
な
ど
に
対
し
て
資

材
を
提
供
し
ま
す
。
提
供
し
た
資

材
の
設
置
・
維
持
管
理
は
、
申
請

団
体
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
集
落
・
町
内
会
又
は
３
戸

以
上
の
団
体

要
件　

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地

が
30
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
（
市

内
に
あ
り
、遊
休
農
地
を
除
く
）

・
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈬

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
設
置
予
定
位
置

図
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
農
林
振
興

課
及
び
各
支
所
産
業
建
設
課
に

あ
り
ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
資
材

が
配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※　

希
望
し
て
い
る
数
量
を
配
布

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
団
体

で
不
足
分
を
追
加
購
入
し
て
設

置
す
る
か
、
又
は
配
布
す
る
資

材
内
で
設
置
す
る
箇
所
や
方
法

を
検
討
し
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

８月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
１ 月 学校消毒
２ 火 学校消毒
３ 水 学校消毒
４ 木 学校消毒
５ 金 学校消毒
８ 月 浅井町４～６
９ 火 浅井町１～３、黒川町１・２
10 水 黒川町３～７
12 金 相生町１～３
17 水 相生町３・４、竹迫町
18 木 杉戸町、笠柄町
19 金 熱田町６～10
22 月 熱田町11 ～ 13
23 火 熱田町14、内田町
24 水 長浜町１～８
25 木 日脚町２～６・８・９、周布町
26 金 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
29 月 唐鐘１～９
30 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
31 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連絡
で土曜日に実施することがあります。

（本庁環境課くらしと環境係）

早
め
に
計
画
し
ま
し
ょ
う

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

浜
田
浄
苑
（
し
尿
処
理
場
）

か
ら
、
し
尿
の
汲
み
取
り
に

つ
い
て
の
お
願
い
で
す

住
宅

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
資
材
を
提
供
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
農
業
の
核
と
な
る
担

い
手
の
増
加
又
は
育
成
・
確
保
の

た
め
、
現
状
か
ら
今
後
５
年
以
内

に
規
模
拡
大
な
ど
を
目
指
す
認
定

農
業
者
・
集
落
営
農
組
織
な
ど
の

中
心
的
な
農
業
者
に
集
中
的
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

⑴　

市
内
の
認
定
農
業
者
及
び
集

落
営
農
組
織
（
法
人
含
む
）
で
、

５
年
以
内
に
、
現
状
か
ら
２
割

以
上
の
生
産
量
増
加
、
又
は
規

模
拡
大
を
図
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
も
の

⑵　

⑴
以
外
で
、
５
年
後
の
所
得

目
標（
お
お
む
ね
２
５
０
万
円
）

が
達
成
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

も
の

⑶　

地
域
農
業
の
発
展
に
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
事
業
を
行
う

農
業
者
な
ど
３
人
以
上
で
組
織

す
る
団
体
な
ど

補
助
内
容

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業

・
農
業
生
産
に
伴
う
機
械
な
ど
の

整
備
支
援

販
売
力
等
強
化
事
業

・
農
業
に
資
す
る
新
商
品
の
開
発

及
び
販
売
に
要
す
る
支
援

・
集
落
営
農
組
織
へ
の
組
織
化
又

は
法
人
化
に
要
す
る
支
援

補
助
率
及
び
補
助
金
額

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
３

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
１
０

０
万
円
（
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
組
織
は
２
０
０
万
円
）
を
限
度

と
し
ま
す
。

販
売
力
等
強
化
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
２

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
期
間

８
月
15
日
㈪
～
９
月
15
日
㈭

※　

事
業
採
択
に
つ
い
て
は
、
農

業
経
営
改
善
計
画
書
を
作
成
の

上
、
関
係
機
関
で
構
成
す
る
審

査
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

　

平
成
27
・
28
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資

格
者
名
簿
に
登
録
が
な
い
人
や
登

録
が
な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加

す
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法　
島
根
県
と
県
内
市
町

が
共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、

必
要
書
類
を
郵
送
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
15
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係
【
〒

６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１
４

１
）】

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
１
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　

８
月
18
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童

又
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
）
を
監
護
す
る
父
又
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人（
養
育
者
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。ま
た
、

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

人
で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

よ
り
低
い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め

る
も
の

※　

支
給
対
象
者
の
父
又
は
母
が

事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合

な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
月
額

児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
２
、
３
３
０
円

一
部
支
給　

４
２
、
３
２
０
円

～
９
、
９
９
０
円

※　

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の

所
得
額
に
応
じ
て
異
な
り
、
所

得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

農
業
マ
イ
ス
タ
ー
支
援
事
業

規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者

を
支
援
し
ま
す
（
追
加
募
集
）

平
成
28
年
度
建
設
工
事
等
入
札

参
加
資
格
審
査
（
追
加
審
査
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

お
知
ら
せ
で
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子育て

児
童
２
人
以
上
の
場
合

　

８
月
１
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手

当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
児

童
扶
養
手
当
の
第
２
子
の
加
算
額

及
び
第
３
子
以
降
の
加
算
額
が
家

庭
の
所
得
に
応
じ
て
次
の
と
お
り

変
更
さ
れ
ま
す
。

【
７
月
ま
で
】

・
第
２
子　

５
、
０
０
０
円
加
算

・
第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
、
０
０
０
円
加
算

【
８
月
以
降
】

・
第
２
子

全
部
支
給　１

０
、
０
０
０
円
加
算

一
部
支
給　

９
、
９
９
０
円
～

５
、
０
０
０
円
加
算

・
第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き

全
部
支
給
６
、
０
０
０
円
加
算

一
部
支
給
５
、
９
９
０
円
～

３
、
０
０
０
円
加
算

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

状
況
を
８
月
中
に
届
け
出
て
、
受

給
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当

を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
末
に

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

届
出
期
間

８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　予防接種は、子ども自身が免疫を作り病気を
予防するのに役立ちます。感染症の中にはかか
ると重症化したり、後遺症が残ったり、時には
命にかかわる病気もあります。予防接種で免疫
をつけ、感染症にかからないようにしましょう。

日本脳炎予防接種について

　日本脳炎は、ブタなどの体内で増えた日本脳
炎ウイルスが蚊によって媒介され感染する病気
です。感染者のうち100人から1,000人に１人が
脳炎を発症し、そのうち約20％から40％程度の
割合で命を落とすことがあります。また、神経
の後遺症を残すことも多い病気です。
　定期予防接種対象者は３歳から７歳半未満の
子どもで第１期（３回）、９歳以上13歳未満の
子どもは第２期（１回）の予防接種となります。
日本脳炎の予防接種の機会を逃した人は・・・
　日本脳炎の予防接種は、接種後に重い病気に
なった事例があったことから、平成17年度から
21年度まで積極的な接種勧奨が控えられていま
した。このため平成７年４月２日から平成19年
４月１日生まれの人は接種回数が不足している
場合があります。母子手帳を確認し接種が完了
していない場合は、20歳になるまでの間に不足
分を無料で接種することができます。平成９年

４月２日から平成11年４月１日生まれで、第２
期が完了していない人には個別にお知らせを送
付していますので、ご確認ください。

麻しん風しん予防接種について

　麻しんは感染力が強く、予防接種を受けない
と、多くの人がかかる病気です。また風しんは、
特に予防接種の機会がなかった20歳から40歳代
の男性がかかる場合が多いようです。妊娠中の
女性が風しんに感染すると、生まれてくる子ど
もが先天性風疹症候群（白内障・先天性疾患・
難聴など）になることがあります。
　定期予防接種対象者となる１歳の子どもと年
長児相当の子どもは、ＭＲ（麻しん風しん）予
防接種を受けましょう。
　定期予防接種対象者以外の人でも、自分と家
族、周りの人を風しんから守るために、風しん
の予防接種を任意で受けることができます。風
しんワクチンを接種していない人や１回接種だ
けの人は、麻しんワクチンの接種回数も不十分
で、麻しんに対する免疫も弱いことが多いため、
ＭＲ予防接種をお勧めします。なお、任意の予
防接種費用は自己負担となりますので、かかり
つけ医に相談してください。

（本庁子育て支援課）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い

子どもを感染症から守るために
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対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平

成28年度各種健（検）診日程表」に掲載してい
ます。

・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び
各支所市民福祉課・各公民館にもあります。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影
できるような服装で受診してください。

※　９月以降の結核検診は、「平成28年度
各種健（検）診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

乳がん検診（要予約）　
対象　40歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

（☎�７７００）
申込受付時間　14：00～16：00

実施期間
平成29年２月28日㈫まで
毎週火・水（第３を除く）・金曜日
検診当日受付時間　14：30～15：00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田８月28日㈰ 9：00～11：30 市役所本庁東分庁舎前駐車場13：00～15：00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　
対象　40歳以上

実施日 受付時間 会　場
金
城８月23日㈫ 8：00～ 8：30 ふれあいジムかなぎ

9：30～10：30 久佐公民館（くざ会館）

旭
８月18日㈭ 8：30～11：00 都川高齢者活動促進センター13：30～14：30

８月19日㈮ 8：30～11：00 旭保健センター13：30～14：30
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成29年２月28日㈫まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田

８月28日㈰ 9：30～11：30 市役所本庁東分庁舎前駐車場13：00～14：30

８月29日㈪

9：00～10：00 石見公民館
10：30～11：30 子育て支援センター（託児あり）
13：30～13：45 国分自治会館
14：15～14：30 久代公民館

※　子育て支援センターで託児が必要な人は、本庁地域
医療対策課（☎�９３１１）に申し込んでください。

　９月以降のがん検診の日程は、「平成28年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

【　弥栄　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

９
日
㈫

 9：00～ 9：30 弥栄老人福祉センター
９
日
㈫

13：50～14：00 高内精米所

10
日
㈬

10：30～10：40 横谷集会所
 9：40～ 9：50 大斉集会所 14：10～14：20 西河内集会所 10：55～11：05 弥栄会館
10：00～10：10 野坂旧消防車庫前 14：30～14：40 小坂集会所 11：20～11：30 西の郷ライスセンター
10：20～10：30 野坂集会所 15：00～15：10 山賀集会所 13：00～13：10 弥栄老人福祉センター
10：40～10：50 六歩谷集会所 15：20～15：30 畑集会所 13：30～13：40 小熊集会所
11：00～11：10 栃木集会所 10

日
㈬

 9：00～ 9：10 大坪集会所 13：50～13：55 谷集会所
11：20～11：30 稲代集会所  9：30～ 9：40 程原上集会所 14：10～14：20 熊の山集会所
11：40～11：50 弥栄会館  9：50～10：00 程原下集会所 14：30～14：40 下田野原集会所
13：10～13：20 日高集会所 10：10～10：20 小角集会所 14：50～15：00 上田野原集会所
13：30～13：40 交流センターかどた

健
康
・
福
祉

８月結核レントゲン検診の日程

８月各種がん検診の日程
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特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
な
ど
の
状
況

を
届
け
出
て
翌
年
７
月
ま
で
の
手

当
の
支
給
の
要
否
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
個
別
に
案

内
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間　
８
月
12
日
㈮
～
９
月

９
日
㈮

※　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
対
象
児
童
が
養
護
学
校

や
、
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に
入

寮
し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居

看
護
事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願

書
」
に
、
学
校
又
は
居
住
地
域

の
民
生
委
員
に
証
明
を
受
け
、

ほ
か
の
添
付
書
類
と
併
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課　

　

障
が
い
者
雇
用
に
理
解
が
あ
り
、

障
が
い
者
の
視
線
に
立
っ
た
雇
用

環
境
を
整
え
る
な
ど
社
会
意
識
の

高
い
事
業
所
を
、
障
が
い
者
雇
用

優
良
事
業
所
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
取
組
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
市
民
や
企
業
に

対
し
広
く
啓
発
し
、
障
が
い
者
雇

用
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。 

対
象　
実
際
に
障
が
い
者
を
雇
用

し
、
か
つ
障
が
い
者
雇
用
に
理

解
を
示
し
、
積
極
的
な
姿
勢
を

持
っ
て
い
る
市
内
の
事
務
所
又

は
事
業
所
（
支
店
・
営
業
所
な

ど
）
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
こ
と

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
入
札
参
加
資
格
登
録
の
取
消
し

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
原
則
と
し
て
、
事
業
所
の
障
が

い
者
雇
用
率
が
２
％
以
上
で
あ

る
こ
と

・
事
業
所
都
合
に
よ
る
障
が
い
者

の
解
雇
が
、
６
か
月
間
以
上
な

い
こ
と

・
勤
続
年
数
が
１
年
以
上
の
障
が

い
者
が
在
職
し
て
い
る
こ
と

応
募
期
間　

８
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮

応
募
方
法　
自
薦
・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。
所
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

様
式
は
、
本
庁
地
域
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
⑤
番
窓
口
）

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

※　

自
薦
・
他
薦
で
様
式
が
異
な

り
ま
す
。

表
彰
の
時
期　
障
が
い
者
雇
用
支

援
月
間
（
９
月
）
の
間

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
支
給
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
、
５

月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

給
付
金
を
受
給
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
記
載
の

支
給
対
象
者
が
給
付
金
を
受
け
る

資
格
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

・
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成

28
年
度
中
に
65
歳
以
上(

昭
和

27
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ)

に
な
る
人
。

※　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
と
は
、
平
成
27
年
度
の
市
民

税(

均
等
割)

が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
対
象
外
で
す
。

⑴　

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

親
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

⑵　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

支
給
額　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ

き
３
万
円

申
請
締
切
日　
８
月
18
日
㈭

※　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
人

で
、
自
身
が
高
齢
者
向
け
給
付

金
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

人
は
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

持
参
の
上
、
市
役
所
本
庁
１
階

地
域
福
祉
課
⑦
番
窓
口
ま
で
来

庁
し
て
く
だ
さ
い
。

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動
預

け
払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
や
、「
高
齢
者
向
け
給

付
金
」
の
給
付
の
た
め
、
手
数

料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
�
１
８
１
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所

を
表
彰
し
ま
す

高
齢
者
向
け
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
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戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が

い
な
い
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
請
求
が
ま
だ
の
人

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
１
人

⑴　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人

⑵　

戦
没
者
な
ど
の
子

⑶　

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
・
②

孫
・
③
祖
父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

※　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

⑷　

⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者
な

ど
の
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
・

姪
な
ど
）

※　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま

す
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
・
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日
㈪
ま
で

請
求
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
・
戸

籍
抄
本
な
ど
必
要
書
類
の
手
数

料
・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
・
個
人
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
浜
田
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
へ
、
８
月
１
日

か
ら
使
う
「
高
齢
受
給
者
証
」
を

送
付
し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
と
は
？

　

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
１
日
の
人
は
そ
の
月
）か
ら
、

病
院
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担

割
合
が
所
得
に
応
じ
て
【
２
割
】

又
は
【
３
割
】
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
証
明
す
る
も
の
を
「
高
齢
受

給
者
証
」
と
い
い
ま
す
。
病
院
な

ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

誕
生
日
が
昭
和
16
年
８
月
２

日
か
ら
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま

で
の
人
は
、
所
得
の
状
況
に
よ

り
特
例
措
置
で 

【
１
割
】
と
な

り
ま
す
。

有
効
期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
送
付
し
た
高
齢
受
給
者
証

は
、
８
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
７

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
を
有
効
期

限
と
し
て
い
ま
す
。

※　

期
間
内
に
75
歳
に
な
る
人
は

誕
生
日
の
前
日
ま
で
。
そ
の
後

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

更
新
の
必
要
な
人

福
祉
医
療
受
給
対
象
者
で
、
有

効
期
限
が
平
成
28
年
９
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
人

※　

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
８

月
上
旬
に
更
新
手
続
き
の
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
26
日
㈮

※　

事
務
処
理
の
都
合
上
、
期
限

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
期
限
が

過
ぎ
て
も
申
請
は
で
き
ま
す
。

※　

10
月
末
ま
で
に
申
請
し
、
引

き
続
き
該
当
と
な
る
場
合
は
、

10
月
１
日
か
ら
有
効
の
証
を
交

付
し
ま
す
。
11
月
以
降
に
更
新

手
続
を
し
た
場
合
は
、
申
請
月

の
初
日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付

し
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
） 

②
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
） 

③
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
） 

④
福
祉
医
療
証
又
は
資
格
証
（
有

効
期
限
が
平
成
28
年
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
） 

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
も

の
（
次
の
と
お
り
） 

重
度
心
身
障
が
い
者

・
療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
健
康
福
祉
手
帳

・
非
課
税
公
的
年
金
（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
な
ど
）の
受
給
者
は
、

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
支
給
金
額
の
分
か

る
も
の
（
支
払
い
通
知
書
・
額

改
定
通
知
書
・
振
込
金
額
の
分

か
る
通
帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

・
高
等
学
校
な
ど
（
定
時
制
・
通

信
制
高
校
を
含
む
）
に
在
学
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
今
年
度

18
歳
到
達
（
又
は
、
18
歳
以
上

20
歳
未
満
）
の
学
生
は
、
対
象

児
童
の
学
生
証
又
は
、
在
学
証

明
書
（
平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
も
学
生
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
も
の
）

※　

平
成
28
年
４
月
以
降
に
、
市

か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
学
生
証

又
は
、
在
学
証
明
書
を
提
出
し

た
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
１
月
１
日
に
浜
田
市
に

住
所
が
な
い
人

・
平
成
28
年
度
所
得
課
税
証
明
書

※　

所
得
要
件
に
よ
り
、
福
祉
医

療
受
給
非
該
当
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す

福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格

証
）
更
新
の
お
知
ら
せ
で
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜田市国際交流員　キンバリー　モーガン

がたくさんあったので、浜田の皆さんのイギ
リス料理に対するイメージを少し変えたのか
な…?ドキドキしましたが、料理教室はいつ
も評判が良かったです。様々な小学校や保育
園、公民館などに行き、イギリスのことがあ
まり分からない参加者にイギリスについて話
し、文化を紹介することができました。浜田
でイギリスの代表になれたことについて、と
ても誇りに思っております。
　浜田を出ますが、東京で働くことが決まり
ました。東京は混んでいますが、私を見かけ
たら、ぜひ声をかけてください！
　浜田の皆さん、ありがとうございました。

　皆さん、こんにちは。もう８月になりまし
た。時間がたつのは早いですね！実は、私の
浜田での生活はここで終わるため、皆さんに
お別れを言わなければなりません。
　私が浜田に来たのが２年前でした。大学を
卒業してすぐ、浜田市で国際交流員として活
躍する機会をいただきました。浜田に来る前
はイギリスのリバプールとマンチェスター、
そして札幌市という都会にしか住んだことが
なかったので、田舎に住むことについて少し
悩みました。私は車の運転免許を持っていな
いので、交通手段の確保という点で少し不安
でした。しかし、とても良い経験になりまし
た！私は海が大好きなので、こんなに海がき
れいなところに住めたことがとてもラッキー
だと思います。刺身も好きなので、浜田の新
鮮な魚がおいしかったです。浜田の魚の中で
は、アジが一番好きでした。浜田に来る前は
特にアジが好みではなかったのですが、浜田
のアジは新鮮度が高く、とてもおいしいと思
います。
　国際交流員として、地域の皆さんと多くの
交流ができました。料理教室を開催する機会

　

長
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
が
熱
田
と
長
浜
の
歴
史
や
伝

説
を
基
に
郷
土
か
る
た
を
作
成
し

ま
し
た
。
無
料
で
貸
出
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
の
取
組
や
歴
史

を
楽
し
く
学
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
場
所

・
市
役
所
本
庁
３
階
ま
ち
づ
く
り

推
進
課

・
長
浜
公
民
館

貸
出
期
間　
貸
出
日
か
ら
起
算
し

て
14
日
間

問
い
合
わ
せ
先

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
づ
く

り
推
進
係
（
☎
�
９
２
０
１
）

・
長
浜
公
民
館
（
☎
�
４
６
１
４
）

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

第
２
次
浜
田
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
（
案
）

募
集
・
閲
覧
期
間

８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

閲
覧
場
所

・
各
市
立
図
書
館

・
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

・
市
教
育
委
員
会
各
支
所
分
室

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
指
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
又
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

電
話
や
口
頭
で
の
意
見
、
氏

名
・
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
意
見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を

「
第
２
次
浜
田
市
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
（
案
）
に
係
る

意
見
」
と
し
、
指
定
の
様
式
を

添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※　

指
定
の
様
式
は
、
閲
覧
場
所

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館
読
書
推
進
係

【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
４　

黒

川
町
３
７
４
８
番
地
１
（
☎
�

０
４
８
０
・
▢FAX
�
０
５
９
２
）】

Em
ail:tosyokan@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

料理教室の様子

Bye　bye　Hamada
国際交流員コラム

郷
土
か
る
た
の
貸
出
し
を

し
て
い
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
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まちかど
伝言板

募集部門・出品料
写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・加工した

ものは不可）
１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部 第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,500円（中・高校生500円）

絵画の部
油絵・日本画・水彩画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

現代美術の部 表現・材料・展示など、既存の部門の枠を超え
た作品（今年度の募集は終了しました）

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻・陶芸など １人１点限り
１点1,000円（中・高校生300円）

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方
在

住
者
及
び
出
身
者

応
募

部
門
・
出
品
料
な
ど　

下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

応
募
先
・
期
間

○
市
役
所
本
庁
文
化
振
興
課

９
月
12
日
㈪
～
23
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室

９
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
石
正
美
術
館

９
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

応
募
方
法　
出
品
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
出
品
料
を
添
え
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

出
品
票
は
、本
庁
文
化
振
興
課
、

金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
、

石
正
美
術
館
、石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

い
わ
み
ー
る
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜

田
、
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
、
浜
田
郷

土
資
料
館
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。

作
品
の
搬
入
場
所

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室

○
石
正
美
術
館

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

※　

未
発
表
の
自
己
作
品
で
、
作
品

の
裏
な
ど
に
展
示
用
吊
り
紐
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

※　

ガ
ラ
ス
入
り
額
装
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※　

規
定
サ
イ
ズ
以
外
の
作
品
は
出

品
で
き
ま
せ
ん
。

市
営
住
宅

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬

募
集
住
宅　
市
営
住
宅
（
金
城
・
旭
・

弥
栄
・
三
隅
）

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
時
期　
９
月
初
旬

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問　
浜
田
土
建
㈱
（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.jp/

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

浜
田
市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
８

月
28
日
㈰
か
ら
10
月
10
日
㈷
ま
で
行

い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
又
は
代
表
者
が
浜
田
市
民

の
同
好
会
チ
ー
ム
（
学
生
は
中
学

校
３
年
生
以
上
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
３
人
ま
で
）

料　
１
５
、
０
０
０
円

申
込
期
間　
８
月
22
日
㈪
ま
で
（
日

曜
日
を
除
く
）

申　
浜
田
製
菓
㈲
（
朝
日
町
）

中
村
利
男
さ
ん（
☎
�
０
９
２
３
）

問　
浜
田
市
野
球
連
盟
事
務
局

芦
谷
英
夫
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

６
９
８
‐
２
６
５
１
）

展
示

期
間　
10
月
１
日
㈯
～
10
日
㈷

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査
の

上
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
特
別
賞

各
賞
を
授
与
し
ま
す（
自
由
作
品
・

現
代
美
術
の
部
を
除
く
）。

表
彰

日　
10
月
９
日
㈰　

午
後
１
時
～
３

時
受
付　
午
後
０
時
30
分

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
４
階
第
４

展
示
室

搬
出

日　
10
月
10
日
㈷

　

午
後
４
時
～
６
時

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

募

集

浜
田
市
美
術
展

　
　
一
般
公
募
展
作
品

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
市
長
旗
争
奪

　
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
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歌
唱
に
自
信
の
あ
る
人
、
自
薦
他

薦
も
含
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
出
演
申

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

予
選
審
査
会

　

本
選
出
場
者
男
女
各
15
組
を
決
定

し
ま
す
。

日　
９
月
11
日
㈰　

午
後
１
時
～

参
加
資
格　
石
央
地
域
（
浜
田
市
・

江
津
市
・
邑
智
郡
）
に
在
住
又
は

勤
務
し
て
い
る
個
人
又
は
グ
ル
ー

プ
（
年
齢
不
問
）

歌
唱
曲　
カ
ラ
オ
ケ
Ｃ
Ｄ
を
持
参
で

き
る
曲
で
３
分
以
内
の
も
の

※　

曲
は
編
集
し
た
も
の
で
も
良
い

で
す
。楽
器
演
奏
は
で
き
ま
せ
ん
。

料　
１
人
１
、
０
０
０
円
（
グ
ル
ー

プ
の
場
合
は
１
、０
０
０
円
×
人

数
分
必
要
）

　

高
校
生
以
下　

無
料

※　

本
選
出
演
に
決
定
し
た
人
は
、

別
途
１
人
１
、
０
０
０
円
（
高
校

生
以
下
５
０
０
円
）
必
要
で
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
20
日
㈯
（
当
日

消
印
有
効
）

申
込
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
石
央
文
化
ホ
ー

ル
・
市
教
育
委
員
会
・
各
支
所
教

育
分
室
・
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

石
央
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

http://fish.m
iracle.ne.jp/ham

abun

本
選

日　
12
月
４
日
㈰　

開
場　
午
前
11
時
30
分

開
演　
正
午

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内　

石

央
紅
白
歌
合
戦
実
行
委
員
会
事
務

局
【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
４　

黒

川
町
４
１
７
５
（
☎
�
２
１
０
０
）】

健
康
づ
く
り
と
福
祉
に
対
す
る
理

解
向
上
の
た
め
開
催
す
る
「
浜
田
市

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
演
技
な
ど
を
披
露
し
て

も
ら
え
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

⑴　

市
内
に
居
住
す
る
人
を
中
心
に

構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
こ
と

⑵　

健
康
づ
く
り
や
福
祉
活
動
を
理

解
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

⑶　

演
技
内
容
は
、
来
場
者
が
楽
し

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑷　

政
治
・
宗
教
・
営
利
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ

と
日　
10
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

場　
海
の
み
え
る
文
化
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ

定　
12
団
体
（
予
定
）

※　

予
定
数
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
、
選
定
委
員
会
で
協
議

の
上
、参
加
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

演
技
時
間　
20
分
程
度
（
入
退
場
時

間
を
含
む
）

応
募
締
切
日　
８
月
31
日
㈬
必
着

応
募
方
法　
ス
テ
ー
ジ
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
市
役
所
本
庁
地
域

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

※　

応
募
の
際
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
内

容
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

応
・
問　
本
庁
地
域
福
祉
課
内　

浜

田
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

魚
食
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、「
山
陰
浜
田
港
」

の
水
産
物
を
活
用
し
た
新
商
品
グ
ル

メ
の
開
発
を
促
進
す
る
な
ど
、
水
産

業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
Ｓ
ｅ

ａ
‐
１
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
水
産
物
を
使
っ
た
料
理

を
提
供
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

る
企
業
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

※　

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
と
同
日
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

定　
７
店
（
予
定
）

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

場　
浜
田
漁
港
周
辺
特
設
会
場

料　
無
料

※　

１
区
画
あ
た
り
テ
ン
ト
１
張
・

机
２
卓
・
イ
ス
３
脚
を
付
属
し
ま

す
。

※　

追
加
備
品
が
必
要
な
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

ガ
ス
・
発
電
機
な
ど
を
使
用
す

る
場
合
は
、
消
火
器
の
設
置
が
必

要
で
す
。
出
店
者
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

出
店
条
件　
料
理
は
、
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴　
「
山
陰
浜
田
港
」
水
産
物
（
浜

田
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産

物
）
を
使
っ
て
作
ら
れ
る
も
の

⑵　

浜
田
市
の
名
物
と
し
て
提
案
で

き
る
も
の
（
出
汁
・
調
味
料
の
み

に
水
産
物
を
利
用
し
て
い
る
も
の

は
出
店
で
き
ま
せ
ん
）

⑶　

料
理
数
は
１
品
目
の
み
と
し
、

販
売
価
格
が
５
０
０
円
以
内
の
も

の
（
飲
料
類
の
販
売
は
で
き
ま
せ

ん
）

⑷　

料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
を
公
開
で

き
る
も
の
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の

記
載
や
料
理
店
へ
の
紹
介
な
ど
）

※　

料
理
の
購
入
者
に
よ
る
投
票
に

よ
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
９
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
出
店
要
綱
を
送
付
し
ま

す
の
で
、電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー

ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
役
所
本
庁
水
産
振
興
課

内
Ｓ
ｅ
ａ
‐
１
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ

　

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

�
９
５
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
３
７
０
１
）

Em
ail:suisan@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

動
物
愛
護
週
間
事
業
の
一
環
と
し

て
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
と

し
た
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
写
真

展
に
展
示
す
る
身
近
な
動
物
と
の
触

れ
合
い
の
あ
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

※　

作
品
の
基
準
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　
９
月
30
日
㈮

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
作
品
と
と
も
に
郵
送

又
は
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
市
役
所
本
庁
環
境

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・
各
公

民
館
・
浜
田
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/ham
ada_hoken

応
・
問

浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
課

「
動
物
写
真
募
集
係
」【
〒
６
９
７

‐
０
０
４
１　

片
庭
町
２
５
４

（
☎
�
５
５
５
８
）】

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

石
央
紅
白
歌
合
戦
出
場
者

Ｓ
ｅ
ａ
‐
１
グ
ル
メ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６　
出
店
者

動
物
写
真
展
作
品

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
出
演
団
体
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が
ん
治
療
体
験
者
で
あ
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
体
験
を
活
か
し
“
同
じ

立
場
”
で
話
を
伺
い
ま
す
。「
同
じ

経
験
を
し
た
人
と
話
を
し
て
み
た

い
」「
不
安
な
気
持
ち
を
聞
い
て
ほ

し
い
」、
そ
の
よ
う
な
患
者
・
家
族
の

人
な
ど
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
10
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
料　
無
料

※　

事
前
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
７
０
９
６
）

　

就
業
を
希
望
す
る
看
護
職
員
な
ど

を
対
象
に
、就
業
相
談
会（
移
動
ナ
ー

ス
バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
10
日
㈬
・
９
月
14
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業
相

　

就
職
し
た
い
が
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

な
ど
、
就
職
活
動
に
行
き
詰
ま
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。

日　
８
月
25
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

内
容第

１
講
座　

準
備
と
行
動

　

第
２
講
座　

面
接
対
応

談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

金
銭
・
夫
婦
・
親
子
・
そ
の
ほ
か

親
族
間
の
も
め
ご
と
、
相
続
・
土
地

建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日　
８
月
23
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
公
民
館

担
当
者　
浜
田
裁
判
所
所
属
の
調
停

委
員

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部

吉
本
さ
ん
（
☎
�
０
３
１
３
）

第
３
講
座　

応
募
書
類
作
成

講
師　
越
野
由
美
子
さ
ん
（
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士
）

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田
（
☎
�
５
１
１
１
）

　

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、

「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
年
10
回
程
度
、
県
政
の

課
題
な
ど
か
ら
選
定
し
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
パ
ソ
コ

ン
か
ら
回
答

応
募
資
格　
県
内
在
住
で
満
15
歳
以

上
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持

ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携
帯
電
話

を
除
く
。）
か
ら
日
本
語
で
回
答

で
き
る
人

応
募
方
法　
県
広
聴
広
報
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/adm
in/seisaku/koho/

w
ebm

oni/

※　

随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※　

年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　
島
根
県
広
聴
広
報
課

（
☎
０
８
５
２
�
６
５
０
１
）

【
防
衛
大
学
校
学
生
】 

受
験
資
格　
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人

総
合
選
抜

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈪
～
８
㈭

一
次
試
験
日　
９
月
24
日
㈯

試
験
会
場　
防
衛
大
学
校

一
般
（
前
期
）

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

一
次
試
験
日

　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

試
験
会
場　
島
根
県
立
大
学

【
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
】

受
験
資
格　
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

一
次
試
験
日

　

10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

総
合
実
務
科

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
己
理
解

や
適
性
の
見
極
め
を
行
い
な
が
ら
、

就
職
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の

知
識
や
、
様
々
な
作
業
・
実
習
、
企

業
な
ど
で
の
訓
練
に
よ
り
技
術
や
作

業
能
力
を
習
得
し
、
就
職
す
る
た
め

の
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
就
労

を
目
指
し
て
い
る
人

入
校
検
定
日　
８
月
26
日
㈮

検
定
場
所

西
部
高
等
技
術
校 

（
益
田
市
）

定　
５
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
１
０
、０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
面
接

訓
練
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
平
成
29

年
３
月
30
日
㈭

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

申
込
締
切
日　
８
月
19
日
㈮

申
込
方
法　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
窓
口
で
相
談
の
上
、
入
校
願

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

相

談

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

無
料
調
停
相
談

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー

資
格
・
試
験

防
衛
大
学
校
学
生
・

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生
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対
象　
消
防
設
備
士
免
状
（
甲
種
及

び
乙
種
）
の
交
付
を
受
け
た
日
以

降
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
２
年
以

内
の
人
、
及
び
前
回
の
受
講
日
以

降
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
５
年
以

内
の
人

消
火
設
備
講
習

日　
10
月
４
日
㈫

場　
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

警
報
設
備
講
習

日　
10
月
18
日
㈫

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

日　
10
月
21
日
㈮

場　
浜
田
建
設
会
館

即
戦
力
介
護
科

　

老
人
ホ
ー
ム
・
病
院
・
障
が
い
者

支
援
施
設
な
ど
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
業
務
に
即
戦
力
と
し
て
従
事
で

き
る
、
介
護
職
員
初
任
者
資
格
・
居

宅
介
護
職
員
初
任
者
資
格
の
取
得
を

目
指
し
ま
す
。

入
校
検
定
日　
９
月
13
日
㈫

検
定
会
場　

　

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
15
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　

な
ど
１
５
、０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
、
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間

　

９
月
28
日
㈬
～
12
月
20
日
㈫

【
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）】

受
験
資
格　
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

一
次
試
験
日　
10
月
15
日
㈯

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

※　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補

生
及
び
航
空
学
生
の
募
集
も
し
て

い
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

対
象

⑴　

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
新
た
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
か
ら

１
年
以
内
の
人
。
た
だ
し
、
過
去

２
年
以
内
に
免
状
の
交
付
又
は
講

習
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
免

状
交
付
日
又
は
受
講
日
以
後
に
お

け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
内
の
人
。

⑵　

前
回
の
講
習
を
受
け
た
後
、
引

き
続
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
で
、
前
回
講
習

日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１

日
か
ら
３
年
以
内
の
人
。

日
・
場

①
９
月
13
日
㈫

　

ジ
ャ
ス
ト
ホ
ー
ル
（
益
田
市
）

②
９
月
14
日
㈬

　

い
わ
み
ー
る

③
10
月
19
日
㈬　

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

根
（
江
津
市
）

申
込
締
切
日　
９
月
６
日
㈫

申
込
方
法　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
窓
口
で
相
談
の
上
、
入
校
願

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
課

　
（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　

あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

料　
４
、
７
０
０
円

申
込
締
切
日　
各
講
習
実
施
日
の
10

日
前
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
営
業
日
）

申
込
方
法　
受
講
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
及

び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申　
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合

会
【
〒
６
９
０
‐
０
８
８
８　

松

江
市
北
堀
町
15　

島
根
県
北
堀
町

団
体
ビ
ル
２
階
】

問　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

日　
10
月
25
日
㈫

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

共
通

申
込
期
間

　

８
月
22
日
㈪
～
９
月
16
日
㈮

料　
７
、
０
０
０
円

受
講
申
請
書　
島
根
県
消
防
設
備
協

会
・
消
防
本
部
・
各
消
防
署
及
び

出
張
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
３
０
５
）

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
な
る

と
末
梢
腎
不
全
を
発
症
し
透
析
が
必

要
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る

こ
と
が
昨
今
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
慢

性
腎
臓
病
と
は
何
な
の
か
を
知
り
、

病
気
か
ら
自
分
を
守
る
コ
ツ
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

日　
８
月
17
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
慢
性
腎
不
全
と
は
‐
21
世

紀
に
出
現
し
た
新
た
な
国
民
病

講
師　
花
田
昌
也
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー 

腎
臓
内
科
医
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　
８
月
18
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
先
着
16
人

料　
５
０
０
円

申
込
開
始
日　
８
月
１
日
㈪
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　

浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１

番
地
（
☎
�
９
５
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
３

７
０
１
）】

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

消
防
設
備
士
講
習

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

教
室
・
講
座

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室
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浜
田
養
護
学
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力

し
、
障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び

な
が
ら
、
地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た

ち
を
理
解
し
、
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
講
義
だ

け
で
は
な
く
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と

活
動
す
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

８
月

日　
８
月
27
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

受
付　
午
後
１
時

場　
浜
田
養
護
学
校　

内
容　

・
盲
導
犬
（
実
演
を
含
む
）

・
視
覚
障
が
い
に
つ
い
て

※　

以
降
の
講
座
は
、
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

料　
年
間
２
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
申
込

み
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

三
浦
さ

　

ん
・
天
津
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０

　

・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

E
m
a
il:h

a
m
a
d
a
yo

g
o
@

p
ref.

shim
ane.lg.jp

約
１
か
月
半
で
介
護
の
基
礎
資
格

で
あ
る
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修

了
で
き
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
県
内
在
住
で
、

こ
れ
か
ら
県
内
の
福
祉
・
介
護
の

分
野
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
て
、

介
護
分
野
の
資
格
を
持
っ
て
い
な

い
人

内
容

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修

・
介
護
職
場
へ
の
就
職
支
援
（
求
人

紹
介
や
個
別
就
職
相
談
な
ど
）

日　
９
月
１
日
㈭
～
10
月
17
日
㈪

場　
い
わ
み
ー
る

定　
20
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

１
０
、
０
０
０
円
程
度
が
必
要
）

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈭

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
石
見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
技
能
や
知
識
を

身
に
つ
け
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
上
の
人

講
習
期
間　
８
月
19
日
㈮
～
31
日
㈬

（
平
日
９
日
間
）

精
神
障
が
い
者
の
生
活
や
社
会
参

加
を
支
え
る
支
援
者
・
良
き
理
解
者

を
育
成
し
、
地
域
で
支
援
す
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
・
江
津
市
に
居
住
し
、

精
神
保
健
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
原

則
４
回
の
講
座
を
全
て
受
講
で
き

る
人

※　

経
験
や
資
格
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。

①
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
よ
う

日　
９
月
５
日
㈪

　

午
後
１
時
～
３
時
40
分

場　
浜
田
保
健
所　

多
目
的
室

②
こ
こ
ろ
の
病
気
や
障
が
い
の
あ
る

人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
考
え
よ
う

日　
９
月
14
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
浜
田
保
健
所　

多
目
的
室

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
際
を
知

り
、
理
解
を
深
め
よ
う

日　
10
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭

※　

い
ず
れ
か
１
日
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

場　
三
隅
町

④
こ
こ
ろ
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
よ
う

日　
10
月
26
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分

場　
浜
田
保
健
所　

多
目
的
室

定　
先
着
30
人

※　

第
１
・
２
回
は
公
開
講
座
と
し

ま
す
。

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
25
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

４
回
の
講
座
を
全
て
受
講
し
た

人
に
修
了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
保
健
所
健
康
増
進
課

（
☎
�
５
５
５
３
・
▢FAX
�
７
０
０

９
）

消
費
者
の
自
立
と
権
利
の
確
立
を

推
し
進
め
る
た
め
、
各
地
域
で
活
躍

す
る
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目

的
と
し
た
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

日　
第
１
回　

９
月
10
日
㈯

　
　

第
２
回　

９
月
24
日
㈯

　
　

第
３
回　

10
月
15
日
㈯

　
　

第
４
回　

10
月
29
日
㈯

　
　

午
後
１
時
～
４
時

場　
中
央
図
書
館

講
師　
大
学
教
授
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ

ラ
ン
ナ
ー
な
ど

定　
先
着
30
人

※　

全
４
回
の
講
座
に
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
講

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
25
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、「
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
育

成
講
座
受
講
希
望
」
と
明
記
の

上
、
受
講
希
望
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
県
環
境
生
活
総
務
課
消
費

　

と
く
ら
し
の
安
全
室
（
☎
０
８
５

　

２
�
５
１
０
３
・
▢FAX
０
８
５
２

�
５
９
１
８
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田

定　
15
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

・
㈱
建
築
資
料
研
究
社　

日
建
学

院
松
江
校
（
☎
０
８
５
２
�

３
６
１
８
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

（
☎
�
８
６
０
９
）

こ
こ
ろ
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

介
護
の
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

島
根
労
働
局
委
託
事
業

シ
ニ
ア
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
基
礎
講
習
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運
動
機
能
を
高
め
、
活
動
的
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど
の

運
動
機
能
が
低
下
傾
向
に
あ
る
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳

以
上
の
浜
田
市
民
で
、
３
か
月
間

継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
・
機
器
を
使
用
し
た
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ほ
か

①
ピ
ン
シ
ャ
ン
！
ら
く
ら
く
筋
ト
レ

教
室

日　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週
木

曜
日　

　

午
前
９
時
15
分
～
10
時
45
分

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定　
10
人
程
度

②
運
動
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週
金

曜
日　

午
前
９
時
15
分
～
10
時
45

分
場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定　
10
人
程
度

③
高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室

日　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週
水
、

金
曜
日　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場　
ア
ク
ア
み
す
み

定　
12
人
程
度

共
通

料　
１
、
０
０
０
円
程
度
（
ス
ポ
ー

　

刀
の
基
本
的
な
取
扱
い
方
や
、
文

化
財
の
保
護
、
刀
剣
用
語
な
ど
、
刀

の
鑑
賞
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
び

ま
す
。

日　
第
１
回　

９
月
４
日
㈰

　
　

第
２
回　

10
月
16
日
㈰

　
　

午
後
１
時
～
４
時

※　

２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
研
修
室
Ｃ

定　
15
人
程
度

料　
３
、
０
０
０
円
（
２
回
分
）

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉

さ
ん
（
☎
０
８
０
‐
１
９
２
２
‐

３
９
４
６
）

ツ
傷
害
保
険
料
）

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

問
診
な
ど
で
身
体
状
況
を
確
認

し
ま
す
。
身
体
状
況
・
教
室
の
定

員
な
ど
に
よ
り
、
お
断
り
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

①
・
②　
本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
１
２
１
）

③　
三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係
（
☎
�
２
８
０
６
）

県
西
部
で
は
初
と
な
る
出
張
竹
島

資
料
室
を
浜
田
で
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
３
日
㈬
～
29
日
㈪

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

場　
市
役
所
本
庁　

１
階
ロ
ビ
ー

展
示
内
容　

・
竹
島
問
題
「
小
学
生
か
ら
わ
か
る

入
門
編
」

・
子
ど
も
向
け
の
竹
島
年
表

・
絵
本
「
メ
チ
の
い
た
島
」
の
原
画

・
第
６
回
「
竹
島
北
方
領
土
を
考
え

る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
作
品

・
内
閣
官
房
領
土
・
主
権
対
策
企
画

調
整
室
提
供
パ
ネ
ル　

な
ど

問　
島
根
県
竹
島
資
料
室

（
☎
０
８
５
２
�
５
６
６
９
）

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る

ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
６
日
㈯　

正
午
～
（
景
品

が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場　
石
見
海
浜
公
園　

姉
ヶ
浜
海
水

浴
場

料　
無
料

ゲ
ー
ム
内
容

①
よ
う
こ
そ
宝
島
へ

　

砂
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
絵
の
描
か

れ
た
石
を
探
し
て
、
景
品
と
交
換
し

よ
う
。

対
象　
小
学
生
以
下

②
ビ
ー
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

５
個
の
浮
き
輪
に
ボ
ー
ル
を
投
げ

て
、
点
数
に
よ
っ
て
景
品
と
交
換
し

よ
う
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
町
、
住
み

慣
れ
た
家
で
い
つ
ま
で
も
、
こ
こ
ろ

“
豊
か
”
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
実

現
を
め
ざ
し
て
！
」
を
テ
ー
マ
に
福

祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
７
日
㈰

　

障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　
８
月
10
日
㈬

午
後
２
時
～
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

演
題　
「
障
害
児
」
が
い
て
く
れ
る

社
会
～
出
生
前
診
断
を
め
ぐ
る
取

り
組
み
か
ら
見
え
る
も
の
～

講
師　
玉
井
邦
夫
さ
ん
（
大
正
大
学

教
授
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問　

浜
田
養
護
学
校　

川
村
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
）

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。
友
人
や
家
族
な
ど

と
一
緒
に
、
夜
空
に
浮
か
び
上
が
る

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
幻
想
的
な
景
観

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪

　

日
没
～
午
前
０
時

場　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問　
本
庁
水
産
振
興
課
水
産
係
（
☎

�
９
５
２
０
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

受
付　
午
後
１
時

場　
い
わ
み
ー
る

演
題　
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
と

効
果
的
な
予
防

講
師　
浦
上
克
哉
さ
ん
（
鳥
取
大
学

医
学
部
保
健
学
科
生
体
制
御
学
講

座　

環
境
保
健
学
分
野　

教
授
）

定　
先
着
２
０
０
人

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

（
☎
�
０
１
６
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

高
齢
者
運
動
機
能
向
上
教
室

日
本
刀
初
心
者
入
門
講
座

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会

竹
島
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展

出
張
竹
島
資
料
室
in
浜
田

石
見
海
浜
公
園

　
　
海
で
遊
ぼ
う
！

福
祉
講
演
会

地
域
と
と
も
に
人
権
講
座

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

　
　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
、
地
学
的

に
も
大
変
貴
重
な
国
の
天
然
記
念

物
・
石
見
畳
ヶ
浦
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈪
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

集
合
場
所　
唐
鐘
漁
港
の
石
見
畳
ヶ

浦
ト
ン
ネ
ル
入
口
（
国
分
町
）

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
畳
ヶ
浦
研

究
会
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
畳
ヶ
浦
研
究
会　

桑
田
龍
三
さ

ん
（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
５
‐
０

７
６
６
）

　

迫
力
満
点
の
打
ち
上
げ
花
火
や
、

石
見
神
楽
・
田
ば
や
し
・
盆
踊
り
・

俵
投
げ
大
会
・
神
祇
太
鼓
・
浜
田
Ｐ

Ｒ
大
使
の
山
崎
て
い
じ
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元

集
落
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
出
店
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈪

午
後
２
時
30
分
～
８
時
20
分

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
１
２
）

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る

「
石
州
半
紙
」を
含
む
石
州
和
紙
の
灯

ろ
う
を
作
り
、精
霊
流
し
を
し
ま
す
。

日　
８
月
16
日
㈫

午
後
５
時
～
８
時

場　
三
隅
川
河
口
（
三
隅
町
湊
浦
）

料　
３
０
０
円
（
灯
ろ
う
キ
ッ
ト
購

入
代
金
）

※　

高
校
生
以
下
は
１
０
０
円
で
す
。

問　
芸
術
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
実
行
委
員
会
（
☎
�
０
０
９
８
）

　

絵
本
作
家
を
講
師
に
招
き
研
究
集

会
を
開
催
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
、
少
し
ず
つ

譲
り
合
い
理
解
し
あ
う
こ
と
や
家

族
・
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
中
学
生
以
上

日　
８
月
18
日
㈭

午
後
２
時
～
３
時
50
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　

演
題　
「
絵
本
に
よ
る
生
命
の
授
業
」

　

～「
く
ま
の
こ
う
ち
ょ
う
せ
ん
せ

い
」・
「
か
あ
さ
ん
の
こ
も
り
う

た
」よ
り
～

講
師　
こ
ん
の
ひ
と
み
さ
ん
（
絵
本

作
家
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
）

料　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問　
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、学
校
・

医
療
・
労
働
機
関
の
関
係
者
を
は
じ

め
、
広
く
盲
学
校
に
関
心
の
あ
る
人

を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

学
校
の
概
要
説
明
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
支
援
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、学
校
・

寄
宿
舎
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

※　

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日第
１
回　
８
月
31
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

第
２
回　
９
月
28
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

※　
両
日
と
も
午
後
の
参
加
は
、
希

望
者
の
み
で
す
。

○
理
療
科
模
擬
授
業
体
験

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

○
個
別
相
談

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

共
通

場　
島
根
県
立
盲
学
校
（
松
江
市
）

申
込
締
切
日

第
１
回　
８
月
19
日
㈮

第
２
回　
９
月
16
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
立
盲
学
校

花
谷
さ
ん
・
赤
木
さ
ん

（
☎
０
８
５
２
�
８
２
２
１
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
８
２
２
２
）

　

約
３
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
・

石
見
神
楽
の
上
演
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い
踊
り
・

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

※　

雨
天
の
場
合
、
花
火
は
中
止
し

ま
す
。

日　
８
月
14
日
㈰　

午
後
５
時
～

※　

打
ち
上
げ
花
火
は
、
午
後
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

場　
第
四
中
学
校
前
周
布
川
河
川
敷

問　
美
川
公
民
館

（
☎
�
３
６
５
７
）

盆
休
み
石
見
畳
ヶ
浦

　
　
　
　
　
現
地
見
学
会

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

石
州
和
紙
灯
ろ
う
ま
つ
り

島
根
県
立
盲
学
校

　
　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

美
川
夏
ま
つ
り
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島
根
大
学
の
留
学
生
の
ナ
タ
リ
ア

さ
ん
と
一
緒
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
を

作
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
暮
ら
し
や
歴

史
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日　
８
月
20
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

場　
石
見
公
民
館　

調
理
室
・
和
室

定　
15
人

料　
９
０
０
円

※　

中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
17
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ス
ペ
ラ
ン

サ　

江
角
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

７
３
３
‐
０
９
１
０
）

　

受
験
を
希
望
す
る
人
や
保
護
者
を

対
象
に
開
催
す
る
説
明
会
で
す
。
学

校
の
特
長
や
入
試
情
報
の
説
明
、
体

験
実
習
、
校
内
見
学
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
20
日
㈯
・
９
月
10
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
島
根
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
（
江
津
市
）

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
交
流
と
、

地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。
夏
の
旭
の
風
物
詩
と
な
っ

た
雪
合
戦
「
夏
の
陣
」
は
、
毎
年
県

内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
野
球
大
会

や
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

場　
旭
運
動
公
園
内
運
動
施
設

問　
石
央
商
工
会
旭
支
所

（
☎
�
０
０
５
６
）

様
々
な
喪
失
体
験
か
ら
生
じ
る
グ

リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
を
抱
え
る
人
た
ち

と
、
生
と
死
・
喪
失
を
巡
る
問
題
を

共
に
学
び
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
生

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
す
る
会

で
す
。

日　
８
月
21
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳
縁

植
田
さ
ん
（
☎
�
４
９
６
６
）

　

市
の
福
祉
事
業
の
支
援
を
目
的
に
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

日　
９
月
25
日
㈰

場　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料　
メ
ン
バ
ー　

１
０
、
５
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
８
０
０
円

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
参
加
料
３
、
０
０

０
円
・
プ
レ
イ
代
・
食
事
代
・
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
代
を
含
み
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
23
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
）

　

感
性
を
育
み
絵
画
や
書
写
に
よ
っ

て
表
現
す
る
こ
と
で
情
操
を
養
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
26
日
㈮
は
午
後
１
時
か
ら
）

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

表
彰
式

日　
８
月
27
日
㈯　

午
後
２
時
～

問　
加
藤
さ
ん
（
☎
�
１
９
４
３
）

親
子
で
簡
単
な
ラ
リ
ー
を
し
、
体

を
動
か
す
こ
と
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
小
学
校
１
～
３
年
生
と
保
護

者
日　
８
月
27
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場　
県
立
体
育
館

指
導
者　
県
立
体
育
館
職
員
・
市
競

技
団
体

定　
20
組
40
人

料　
大
人　

１
０
０
円

　
　

子
ど
も　
　

50
円

申
込
締
切
日　
８
月
13
日
㈯　

午
後

５
時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

ラ
ケ
ッ
ト
の
な
い
人
に
は
貸
出

し
を
し
ま
す
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

h
ttp

://w
w
w
3
.jeed

.o
r.jp

/
shim

ane/college

申
・
問　
島
根
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校（
☎
０
８
５
５
�
４
５
６
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

国
際
文
化
講
座

ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理 

＆

　
　
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
紹
介

島
根
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
６
あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
王
国

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳ほ

う

縁え
ん

定
例
会

浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

　
親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
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急
速
に
高
齢
化
が
進
む
日
本
、
認

知
症
患
者
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
認
知
症
の
予
防
や

治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日　
９
月
３
日
㈯

午
後
１
時
～
３
時

場　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

演
題　
そ
の
も
の
忘
れ　

年
相
応
で

す
か
？
す
っ
き
り
わ
か
る　

認
知

症
の
話

講
師　
島
田
斉
さ
ん

料　
無
料

問　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

島
田
ひ
と
み
さ
ん
（
☎
�
２
６
２

２
）

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し

ま
す
。
戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

の
参
列
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
９
月
３
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
０
０
９
４
）

　

石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

金
城
町
波
佐
を
「
地
域
ま
る
ご
と
博

物
館
」
と
し
て
、
歩
き
な
が
ら
体
験

学
習
を
す
る
探
検
隊
リ
レ
ー
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
第
５
回
は
「
地
域
ま

る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
観
て
歩

き
ま
す
。

日　
９
月
３
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

料　
５
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

※　

別
途
、
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

の
入
館
料
が
必
要
で
す
。

　

国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
主
執
筆
者

で
、
国
立
環
境
研
究
所
の
肱
岡
靖
明

さ
ん
と
、
日
本
海
区
水
産
研
究
所
の

坂
西
芳
彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
最
新
情
報
や

海
へ
の
影
響
を
考
え
る
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日　
９
月
４
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　

中
央
図
書
館　

多
目
的
第
１

ホ
ー
ル

定　
60
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
29
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問　
し
ま
ね
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
３
２
６
２
）

　

浜
っ
子
作
業
所
の
活
動
紹
介
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
28
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

場　
浜
っ
子
作
業
所
（
浜
田
商
工
会

議
所
裏
）

問　
浜
っ
子
作
業
所　

沖
田
さ
ん

（
☎
�
２
８
２
４
）

　

山
田
洋
次
監
督
が
新
た
に
取
り
組

ん
だ
待
望
の
喜
劇
作
品
で
す
。
熟
年

夫
婦
の
離
婚
騒
動
と
家
族
会
議
で
噴

出
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
不
満
を
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
描
い
た
話
題
の
映
画
で
す
。

日　
８
月
27
日
㈯

①
午
前
10
時
～

②
午
後
１
時
～

③
午
後
４
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料前
売
券

大
人　
　
　
　
　

１
、
２
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

６
０
０
円

当
日
券

大
人　
　
　
　
　

１
、
４
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

８
０
０
円

※　

未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

※　

大
人
券
は
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
２

枚
、
学
生
券
は
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン

１
枚
と
交
換
で
き
ま
す
。

※　

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭
を

同
時
開
催
し
ま
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

大
地
に
は
、
宇
宙
の
謎
を
解
く
宝

が
眠
っ
て
い
ま
す
。
地
磁
場
逆
転
・

全
球
凍
結
な
ど
自
然
科
学
が
増
々
好

き
に
な
る
学
習
会「
大
地
の
不
思
議
・

天
空
の
謎
」
で
す
。

日　
８
月
28
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

集
合
場
所　
波
佐
公
民
館
（
と
き
わ

会
館
）

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

※　

山
歩
き
が
で
き
る
服
装
で
、
弁

当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
「
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
協
議
会

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

７
‐
２
８
１
８
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

　
　
　
　
認
証
10
周
年
記
念

　
認
知
症
市
民
公
開
講
座

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式

カ
ル
チ
ャ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

探
検
隊
リ
レ
ー
講
座

環
境
講
演
会

「
２
０
５
０
年
の
地
球
は

　
　
　
ど
う
な
っ
て
る
？
」

浜
っ
子
作
業
所

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

映
画
上
映
会

　
「
家
族
は
つ
ら
い
よ
」

第
１
６
９
回

　
　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行
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石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
で
は
、
三

隅
町
で
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
９
月
18
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
三
隅
公
民
館

内
容

・
の
ろ
し
行
事
に
つ
い
て
の
報
告

浜
崎
聖
二
さ
ん

丸
山
義
尚
さ
ん

・
石
見
方
言
に
魅
せ
ら
れ
て

神
本
晃
さ
ん

・
三
隅
の
歴
史
（
兼
連
の
時
代
）

岡
本
濶
さ
ん

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
３
日
㈯

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
の
昼
食
と
し
て
７
０
０
円

の
弁
当
を
用
意
で
き
ま
す
。
必
要

な
人
は
併
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申　

三
隅
公
民
館
【
〒
６
９
９
‐

３
２
１
１　

浜
田
市
三
隅
町
向
野

田
５
８
１
（
▢ＦＡＸ
�
２
６
４
４
）】

問　
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会　

三
隅

支
部

　

神
本
晃
さ
ん
（
☎
�
０
５
８
７
）

　

三
浦
和
成
さ
ん
（
☎
�
０
９
２
１
）

　

波
佐
地
方
の
紺
屋
で
天
保
年
間
頃

か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
藍
染
用
の
伊

勢
型
紙
５
０
０
点
の
中
か
ら
代
表
的

な
型
紙
80
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
12
月
28
日
㈬
ま
で
の
土
・
日

曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館
（
金
城

町
波
佐
）

料　
大
人　

３
０
０
円（
２
０
０
円
）

中
学
生　

１
０
０
円
（
60
円
）

小
学
生　
　
　

60
円
（
30
円
）

※　
（　

）
内
は
25
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

団
体
で
、
展
示
ガ
イ
ド
を
希
望

す
る
場
合
や
平
日
に
来
館
し
た
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

７
‐
２
８
１
８
）

　

害
虫
駆
除
及
び
床
洗
浄
を
行
う
た

め
、
全
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

期
間　
８
月
15
日
㈪
・
16
日
㈫

※　

当
日
は
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
及
び

電
話
に
よ
る
予
約
受
付
も
行
い
ま

せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

飼
育
員
が
隊
長
と
な
り
、
ア
ク
ア

ス
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
案
内
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

期
間　
８
月
28
日
㈰
ま
で
（
８
月
13

日
㈯
か
ら
16
日
㈫
の
お
盆
期
間
は

除
く
）

午
前
11
時
～
・
午
後
２
時
～

場　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定　
各
回
15
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
参
加
当
日
に
１
階
総
合

案
内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ギ
ン
の
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

期
間　
夏
休
み
期
間
中
の
土
・
日
・

祝
日
（
８
月
13
日
㈯
か
ら
16
日
㈫

の
お
盆
期
間
は
除
く
）

午
後
０
時
30
分
～

場　
ペ
ン
ギ
ン
館
１
階
ペ
ン
ギ
ン
ホ

ー
ル

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

８
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

７
日
㈰　

倭
川
戸
神
楽
社
中

13
日
㈯　

追
原
神
楽
社
中

14
日
㈰　

岡
見
神
遊
座

15
日
㈪　

大
都
神
楽
団

21
日
㈰　

長
浜
神
楽
社
中

28
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

企
画
展
「
原
田
直
次
郎
展　
西
洋
画

は
益
々
奨
励
す
べ
し
」

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
が
、
企
画
展
の
見
ど

こ
ろ
を
お
話
し
ま
す
。

日　
７
月
31
日
㈰
・
８
月
６
日
㈯
・

９
月
４
日
㈰　

午
後
２
時
～

場　
美
術
館
展
示
室

料　
無
料

※　

企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

い
わ
み
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
６

　

毎
年
恒
例
の
夏
の
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン

ト
で
す
。「IN

FIN
IT
Y

」「M

・Y

・

Z

」「M
A
Y H

IP H
O
P SPEC

IA
L 

D
A
N
C
E U

N
IT
!!!

」「H
alau N

a 
Pua Lei O

 N
aniKai

」
に
よ
る
熱

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
届
け
し
ま

す
。

日　
８
月
13
日
㈯

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

石
見
郷
土
研
究
懇
話
会

　
三
隅
大
会

企
画
展

　
　
「
藍
染
の
型
紙
展
」

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）



広報はまだ：平成28年８月号　　　32

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚
✚

✚

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

本
館
で
開
催
中
の
「
石
本
正
が
愛

し
た
故
郷
」
で
は
、
石
見
の
町
に
生

ま
れ
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
日
本
画

家
・
石
本
正
（
１
９
２
０
～
２
０
１

５
）
の
作
品
に
映
し
出
さ
れ
た
「
こ

こ
ろ
の
原
風
景
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

新
館
で
は
「
第
６
回
石
州
和
紙
に

描
い
た
日
本
画
展
」を
開
催
中
で
す
。

石
州
和
紙
を
高
く
評
価
し
、
制
作
に

使
い
続
け
た
石
本
画
伯
が
昨
年
逝
去

さ
れ
、
今
は
も
う
こ
の
和
紙
に
画
伯

の
新
作
が
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
展
覧
会
が
継

続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
石
本

画
伯
と
ご
縁
の
深
い
画
家
や
地
元
ゆ

か
り
の
作
家
の
手
に
よ
っ
て
、
石
州

和
紙
を
使
用
し
た
新
た
な
日
本
画
の

世
界
が
広
が
り
続
け
ま
す
。
ぜ
ひ
会

場
で
、
石
州
和
紙
に
描
か
れ
た
珠
玉

の
作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

【
本
館
】

企
画
展「
石
本
正
が
愛
し
た
故
郷
」

９
月
25
日
㈰
ま
で

【
新
館
】

企
画
展
「
第
６
回
石
州
和
紙
に
描

い
た
日
本
画
展
」

８
月
21
日
㈰
ま
で

【
新
館
・
三
隅
中
央
会
館
】

「
第
２
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
」

８
月
30
日
㈫
～
９
月
25
日
㈰

料
金一

般　

７
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　

８
月
23
日
㈫
～
９
月
25
日
㈰
は

本
館
の
み
一
般
５
０
０
円
（
４
０

０
円
）

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※
「
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
」
は
別

途
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

※　

「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

　太陽の光に当てると色が変わる特別な染料を使って、オリジナル
ハンカチを作ろう。講師は「楽しい、嬉しい、面白い」をモットー
に、かわいいオリジナルイラストグッズの制作を続けるイラスト
レーター・ＫＵＢＯＲＩｍさんです。
日時　８月11日㈷　午前10時～11時30分・午後１時～２時30分
定員　各５人（要予約）　　　　　　料金　1,000円
講師　ＫＵＢＯＲＩｍさん（イラストレーター）

※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）　　

《ギャラリー展示》
第1５回二科会写真部
島根支部写真展（石見移動展）
８月３日㈬～７日㈰

佐々木俊和写真展
「空からの風景」

８月９日㈫～ 21日㈰

《イベント情報》
太陽ｄｅお絵かき
８月11日㈷
午前10時～11時30分
午後１時～２時30分

おとなのアートサロン
「臨床美術　絵本パレード」
８月21日㈰
午後１時～３時

※　事前予約が必要です。

石本正「石見菊」2004年

　ページをめくると変わっていくテーマと素材を楽しみながら、オ
リジナル絵本を制作しましょう。小学校３年生以上から参加できま
す。体を動かすちょっとしたエクササイズも。
日時　８月21日㈰　午後１時～３時
定員　20人（要予約）　　　　　　　料金　2,000円
講師　島根臨床美術の会

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎太陽deお絵かき

◎おとなのアートサロン「臨床美術　絵本パレード」
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現
在
、
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術

館
で
開
催
中
の
「
ス
ペ
ー
ス
ア
ー
ト

展
」
は
、“
宇
宙
空
間
”
を
現
代
美

術
の
世
界
の
中
で
体
験
で
き
る
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
活
躍
中
の
５
組
の
現
代
美
術

作
家
が
“
宇
宙
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
て
様
々
な
表
現
を
試
み
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学

を
表
現
し
た
作
品
は
、
木
か
ら
リ
ン

ゴ
が
落
ち
て
く
る
様
子
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
影

絵
の
手
法
を
応
用
し
て
楽
し
む
作
品
、

フ
ェ
ル
ト
を
思
い
思
い
の
形
に
切
り

取
り
、
布
の
宇
宙
空
間
を
作
り
上
げ

る
作
品
な
ど
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

と
表
現
方
法
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

宇
宙
を
思
う
と
き
、
誰
も
が
感
じ

る
神
秘
的
で
幻
想
的
、
そ
し
て
ワ
ク

ワ
ク
す
る
気
持
ち
を
、
ア
ー
ト
の
中

で
存
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

会
期　
９
月
25
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

こ
の
展
覧
会
は
、
宝
く
じ
の
助

成
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
、
し
ま
ね

の
ス
ゴ
イ
人
が
登
場
！
石
見
神
楽
な

ど
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
展
覧
会
出
品

作
家
の
近
藤
さ
ん
や
工
作
名
人
の
創

作
屋
台
、フ
ー
ド
屋
台
を
楽
し
も
う
。

◎
８
月
21
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※　

熱
中
症
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

入
場
料
は
無
料
で
す
。

祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

８
月
21
日
㈰
の
美
術
館
祭
の
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
盆
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
お
し
ゃ
れ
な
時
計
》

　

カ
ラ
フ
ル
タ
イ
ル
で
飾
ろ
う
。

◎
８
月
11
日
㈷
～
13
日
㈯

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
宇
宙
の
箱
型
万
華
鏡
》

　

の
ぞ
く
と
宇
宙
の
よ
う
な
世
界
が

広
が
る
万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
14
日
㈰
・
15
日
㈪

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
星
空
の
ビ
ー
玉
ゲ
ー
ム
》

　

板
に
と
ん
か
ち
で
釘
を
打
っ
て
作

る
よ
。ビ
ー
玉
を
転
が
し
て
遊
ぼ
う
。

◎
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
へ
ん
て
こ
宇
宙
人
》

　

生
地
に
ボ
タ
ン
や
フ
ェ
ル
ト
を
つ

け
た
ら
、
宇
宙
人
の
誕
生
だ
！

◎
８
月
20
日
㈯

場
所　
２
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

木
片
で
作
品
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
８
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

８
月
は
無
休
で
す

　

こ
ど
も
美
術
館
に「
も
の
づ
く
り
」

体
験
教
室
が
や
っ
て
く
る
よ
！

《
機
械
加
工
・
溶
接
科
の
水
差
し
》

◎
８
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

《
建
築
科
ラ
ッ
ク
づ
く
り
》

◎
８
月
28
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

対
象　
小
学
生

場
所　
１
階
木
工
室

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
島
根
県
西
部
高
等

技
術
校
出
前
工
作
教
室

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.236

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

ス
ペ
ー
ス
ア
ー
ト
展

　
　
　
　
　
好
評
開
催
中

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

西
部
高
等
技
術
校

　
　
　
　
出
前
工
作
教
室

美
術
館
ま
つ
り
２
０
１
６
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☆
夏
休
み
図
書
館
ま
つ
り

　

中
央
図
書
館
３
周
年
記
念
と
し
て

２
日
間
に
わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
読
書
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
夏
休
み
図
書
館
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
雑
誌
付
録
の

配
布
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

８
月
６
日
㈯

お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

図
書
館
ツ
ア
ー

時
間　
午
前
11
時
15
分
～
11
時
40
分

特
別
上
映
会

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分

タ
イ
ト
ル　
パ
ー
シ
ー
ジ
ャ
ク
ソ
ン

と
オ
リ
ン
ポ
ス
の
神
々

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

８
月
７
日
㈰

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
。

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時　

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
第
２

図
書
館
ツ
ア
ー

時
間　
午
前
11
時
15
分
～
11
時
40
分

電
子
紙
芝
居

時
間　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

※　

図
書
館
ツ
ア
ー
は
、
開
始
10
分

前
ま
で
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
星
空
観
察
会

　

夏
の
星
空
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

日
時　
８
月
５
日
㈮

午
後
６
時
30
分
～（
２
時
間
程
度
）

場
所　
中
央
図
書
館
及
び
周
辺

定
員　
先
着
16
人

申
込
締
切　
８
月
３
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
、
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
８
月
21
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分

タ
イ
ト
ル　
げ
ん
き
げ
ん
き
ノ
ン
タ

ン　

い
た
い
の
と
ん
で
け
～

（
２
０
１
５
年
作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
８
月
28
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

タ
イ
ト
ル　
ア
ン
ネ
の
日
記

（
１
９
８
３
年
イ
ギ
リ
ス
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

日
時　
８
月
28
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

※　

６
日
は
、
お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

を
行
い
ま
す
。

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
６
日
㈯

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

楽
し
い
お
り
が
み
教
室

「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
り
が

み
で
遊
び
ま
す
。

テ
ー
マ　
立
体
的
な
家
を
作
ろ
う

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
の
読
書
夏
ま
つ
り

日
時　
８
月
３
日
㈬

中
央
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
８
日
㈪
・
22
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
・
工
作
教

室
三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
８
月
13
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
は

な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の
飾
り

付
け
を
行
い
ま
す
。

８
月
の
テ
ー
マ　
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
遊

び
に
来
た
よ

夏
の
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
27
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

　図書館では、司書がリレー形式でおすす
めの１冊を紹介していきます。
旭図書館　司書のおすすめ

「和菓子のアン」
坂木司著　光文社　（分類Ｆサカ１）

　皆さん和菓子はお好きですか？
　今の季節、店頭に並ぶ涼しげな寒天やく
ずの和菓子を見ると、つい立ち止まってし
まいます。わかる、と頷いてくれたあなた
に、おいしい和菓子いっぱいのミステリー
をオススメします。和菓子店「みつ屋」の
アルバイト・主人公アンは、将来に悩む女
の子。個性的な店員たちから仕事を学びな
がら、愛嬌と機転で謎を解決！和菓子につ
いて詳しくなれる上に面白い、おいしい小
説です。アンがさらに活躍する続刊「アン
と青春」もどうぞ。

中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

図書館情報中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！
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島
根
県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目

の
う
ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
学

な
ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ

ん
に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

あ
な
た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
12
日
㈮
～
19
日
㈮

受
講
期
間　
10
月
～
平
成
29
年
３
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
特
別
講
義
体
験
・
学
内
施
設
見

学
・
学
生
と
の
個
別
相
談
会
の
ほ
か

に
、
浜
田
市
探
索
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
参
加
者
が
自
分
で
興
味

の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
選
び
な
が
ら
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

開
催
日　
９
月
17
日
㈯

※　

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、１
・

２
年
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

総
合
政
策
学
部
１
年　
福
田　
光

　

入
学
し
て
か
ら
早
く
も
４
か
月
が

経
ち
、
大
学
生
活
に
も
慣
れ
て
き
ま

し
た
。
入
学
前
は
い
ろ
い
ろ
な
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
良
い
友
達
も
で

き
毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
大
学
は
高
校
ま
で
の
勉
強
と

違
い
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
が
身
に

付
け
ら
れ
る
の
で
ど
の
講
義
も
と
て

も
新
鮮
で
す
。
自
分
の
学
び
た
い
こ

と
が
学
べ
る
大
学
だ
か
ら
こ
そ
自
ら

積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
し
た

い
で
す
。

　

浜
田
の
町
は
穏
や
か
で
自
然
が
豊

か
で
人
々
も
親
切
な
の
で
と
て
も
過

ご
し
や
す
い
で
す
。
私
た
ち
を
い
つ

も
優
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
元

の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
は
進
ん
で
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
少
し
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
大
学
４
年
間
を
有
意
義
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
知

識
と
経
験
を
積
め
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
オ
ロ
リ
ン
」。
昨
年

度
初
め
て
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン

プ
リ
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
選
挙
活

動
を
と
お
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
も
っ
と
も
っ
と
多

く
の
皆
さ
ん
に
オ
ロ
リ
ン
を
、
そ
し

て
島
根
県
立
大
学
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
オ
ロ
リ
ン
が
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
」
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

投
票
期
間
は
10
月
24
日
㈪
午
後
６

時
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

投
票
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か

ら
１
日
１
回
で
き
ま
す
。

　

オ
ロ
リ
ン
に
皆
さ
ん
の
１
日
１
票

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
、
台
湾
留
学
生
（
台

中
科
技
大
学
）
の
盧
唯
嘉
で
す
。

　

国
際
交
流
会
館
に
着
く
と
「
こ
れ

が
私
が
一
年
間
生
活
す
る
町
か
ぁ
」

と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
外
を
眺
め
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

海
・
山
・
ト
ン
ビ
な
ど
自
然
に
恵

ま
れ
た
町
で
の
生
活
が
楽
し
み
で
す
。

春
祭
り
・
公
民
館
で
の
交
流
・
地
域

活
動
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

と
、市
民
の
皆
さ
ん
が
浜
田
を
愛
し
、

町
の
た
め
に
様
々
な
形
で
努
力
さ
れ

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

素
朴
に
見
え
、
豊
か
な
文
化
に
富

ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。
明
日
は
ど

ん
な
面
白
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
！
一
年
間
楽
し
く
過
ご
し
て

　

今
年
の
４
月
に
、
初
め
て
台

湾
か
ら
の
留
学
生
を
お
迎
え
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

い
き
た
い
で
す
。

　

浜
田
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

昨年度の様子
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～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

平
成
28
年
度
秋
学
期
聴
講
生
・

科
目
等
履
修
生
募
集

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
す

入
学
し
て
４
か
月
が

た
ち
ま
し
た

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
６
投
票
開
始

は
じ
め
ま
し
て
盧ロ

唯ユ
イ

嘉カ

で
す
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,882 19,542 21,748 41,290
金 城 1,917 2,144 2,295 4,439

旭 1,386 1,420 1,478 2,898
弥 栄 688 647 719 1,366
三 隅 2,925 2,966 3,302 6,268
合 計 26,798 26,719 29,542 56,261

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

人　口（６月末現在）

（単位：人）

　音訳ボランティア清流の鐘は、平成16年度・17年度に白砂公民館で行われた視
覚障がい者が利用する録音図書の音訳講習会をきっかけに、学んだことを生かせ
ないかと平成18年に結成しました。会の名前は、真心こめた音を届けたいという
願いと、三隅自治区のシンボルでもある三隅中央公園入口にある「清流の鐘塔」
から名付けました。
　現在は、会員６人で活動しており、毎月白砂公民館で「広報はまだ」のまちか
ど伝言板ページなどを音訳し録音しています。また、年に１回程度、西部視聴
覚障害者情報センターから講師を招いて勉強会を行い音読技術の向上を目指した
り、音訳利用者との交流を行ったりしています。
　会の皆さんは、「プロではないけれども、利用されている人がおられると思う
とやりがいを感じます。多くの人に音訳について興味をもってもらえるとうれし
いです」「多くを音訳することはできませんが、自分たちのできる範囲で長く続
けていきたいです」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42－1234

旭支所
☎45－1234

弥栄支所
☎48－2111

三隅支所
☎32－2800

金城支所
☎42－1234

旭支所
☎45－1234

弥栄支所
☎48－2111

三隅支所
☎32－2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697－8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855－22－2612（代表）
▢ＦＡＸ0855－22－3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.shimane.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

音訳ボランティア清流の鐘（三隅）


